


および議論を重ねていくことの必要性、そし
て若者のリーダーシップの重要性について主
張しました。また、今後の展開として、モニ
タリングと評価の枠組みの必要性、各国の進
捗状況や発展を共有するための地域活動や会
議を増やすこと、政治参加の保証、ESD を政
治的優先事項とすること、教員のための職能
開発の養成、コミュニケーションの促進、優
良事例の共有を通じた若者の参加を促すこと
などが挙げられました。最後に、文部科学省
国際統括官の渡辺正実氏がすべての人に質の
高い教育を提供すること、そして地球規模の
様々な問題を解決し、公正で持続可能な社会
を構築するために学習者の能力を育成するこ
とを共通の目標として強調し、本会合は閉会
しました。

なお、本会合への参加は本学会よりご推薦い
ただき、参加させていただきました。貴重な
機会を頂戴し、心より感謝申し上げます。
─────────
1  ESD を推進する加盟国を支援するために、2022 年 10

月に教育関係者の世界的ネットワークを立ち上げられ
ました。

2  国連による「教育」を柱にした首脳会議。教育を世界
的な政治課題の最上位に引き上げ、行動・希望・連帯・
解決策を動員してパンデミックによる学習の損失を回
復し、急速に変化する世界で教育を変革するための種
をまくことを目的として開催されました。

3  「国連 ESD の 10 年」（2005 ～ 2014 年）、「ESD に関
するグローバル・アクション・プログラム（GAP）」

   （2015 ～ 2019 年）に次ぎ 2019 年 12 月に採択された
新たな国際的な枠組みです。

4  2015 年に国連で採択された国際社会全体の目標と、
行動指針を示したものであり、その中核に「持続可能
な開発目標（SDGs）」が定められています。

5  ホールシステム・アプローチ（特定の課題に関するす
べてのステークホルダーが組織や分野の垣根を越えて
集まり、対話を通して創造的な意思決定を生み出して
いく方法論）で気候危機に取り組む国を支援する世界
的なイニシアチブです。

6  2023 年度の受賞 3 団体：① Long Way Home による
「Hero School」（グアテマラ）、②金沢大学による「日
本のユネスコ生物圏保存地域（ユネスコエコパーク）
およびジオパーク内の遠隔地域活性化を目的とした

   世代間学習」（日本）、③ Zimbabwe Institute of 
Permaculture による「Schools and Colleges 
Permaculture（SCOPE）programme」（ジンバブエ）
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書評

SDGs 時代の地理教育

「地理総合」 への開発教育からの提案

編　著 ： 湯本浩之 ・ 西岡尚也 ・ 黛京子

執　筆：泉貴久・井上明日香・大西宏治・今野良祐・

望月浩明 ・ 吉崎亜由美

編集協力 ： 認定 NPO 法人開発教育協会 （DEAR）

発行 ： 学文社 2024 年３月

　本書の編者の一人である湯本浩之氏は、開発

教育を専門とし、長く認定 NPO 開発教育協会

（DEAR）に関わってこられた。同時に、開発教育、

ESD、SDGs に関わる著書を執筆し、多様な視点

から「開発論」を論じてきた専門家である。

　本書では、現行の学習指導要領において高等

学校での必修科目となった「地理総合」に着目し、

開発教育が蓄積した経験や知見を地理教育と共

有し、「持続可能な社会の担い手」の育成に貢献

することを目指している。

　本書は、理論編、教材編、授業編、資料編の

４部構成をとり、地理教育と開発教育にまつわ

る理論と実際の授業づくりに参考となる教材や

授業事例を紹介している。これから地理総合の

授業づくりに関わる教員や、地理のみならず、

社会科科目の教員免許取得を考えている学生に

も大いに役立つ一冊である。

〔第１部 ： 理論編〕

１章　地球的課題と持続可能な開発

２章　持続可能な開発と教育

３章　ＳＤＧｓ時代の地理教育の課題と展望

４章　 地理教育における参加型学習と開発教育

教材の意義と課題

５章　 「持続可能な開発のための地理教育に関する

ルツェルン宣言」 を読み解く

〔第２部 ： 教材編〕

< 地図＞

６章　メンタルマップ

７章　ピーターズ ・ マップ

＜国際理解 ・ 異文化理解＞

８章　写真で学ぼう！ 「地球の食卓」

９章　レヌカの学び

　第１部では、地理総合の授業を検討する上で、

大前提となる「持続可能な開発」に関する解説

をしている。第１章で ESD、SDGs の背景と経緯

に触れ、開発論の変遷について記し、その上で、

現代社会が抱える地球的課題についての解説や

持続可能な開発に関する国際会議で扱われた報

告書や開発目標の変遷について解説をしている。

本書の理論編で紹介されている国連文書や宣言

文に触れ、これらの文書を読み解くことによっ

て、より専門性の高い授業づくりにつながるこ

とが考えられる。

　第４章では、地理教育と開発教育の関連につ

いて開発教育協会が掲げている開発教育の「５

つの学習目標」を用いて両者の共通項を示して

いる。学習方法について、開発教育の実践の場

で多く用いられる「参加型学習」の意義を確認し、

地理教育において、参加型学習を導入する際の

効果を述べている。

書評
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＜国際協力＞

10 章　「援助」 する前に考えよう

＜地球的課題＞

11 章　服 ・ ファッション

12 章　パーム油のはなし

13 章　スマホから考える世界 ・ わたし ・ ＳＤＧｓ

14 章　『おいしいチョコレートの真実』

＜持続可能な地域づくり＞

15 章　豊かさと開発

〔第３部 ： 授業編〕

16 章　アフリカ州から何を学ぶのか

17 章　世界遺産地域の持続可能性を考える

18 章　大豆から世界の現状を考える

19 章　白身魚からタンザニアの抱える課題を考える

20 章　消滅危機言語から学ぶ世界の現状と課題

〔第４部 ： 資料編〕

1）　「高等学校学習指導要領 （平成 30 年告示）」

2）　「持続可能な開発のための地理教育に関す

るルツェルン宣言」

3）　参考図書一覧

4）　その他の開発教育教材一覧

5）　関連団体 ・ 関連ウェブサイト等一覧

　第３部では、実際に現職の高校教員が実践して

きた授業案を紹介している。紹介されている授

業案の中で用いられているワークシート等は出

版社のホームページからダウンロードが可能で

あり、授業を実施したい教員にとって必要資料

を手に入れることができる工夫がなされている。

　各章では、学習指導要領に明記されている内

容に基づいて実施されており、それぞれの授業

の授業計画、評価、生徒の感想、実践者の所感

も紹介されている。

　第４章の資料編では、本書で紹介されている

国連文書や会議報告、教材の他にも地理総合の

授業を進める上で必要となる多様な資料が掲載

されている。特に開発教育に関わる著書や教材、

関連団体等が豊富に紹介され、今後の授業づく

りの参考になるだろう。

　学校現場において、SDGs に関連する実践が多

く見受けられる。とくに、総合的な学習（探究）

の時間では、SDGs を学習課題として位置付けた

実践が多く展開されている。本書は、高等学校

の「地理総合」に焦点を当てて作成されてはい

るものの、総合的な学習（探究）の時間をはじめ、

SDGs や地球規模課題を扱う授業を検討する際に

も大いに役立つ一冊になるであろう。

松倉紗野香（埼玉県立伊奈学園中学校）

　第２部では、具体的な開発教育教材を用いな

がら、教材の特徴、ねらい・目的、内容、教材

の使い方を記し、地理総合との関連、実践者か

らのコメントを紹介している。

　本書で紹介されている教材は、開発教育協会

から出版された教材であり、これまでにも小学

校〜大学、また社会教育の場で活用されてきた。

そうした教材を改めて「地理教育」の文脈に沿っ

て検討し、授業の中で活用するためのヒントが

多く記されている。

　本書で紹介されている教材には、具体的な地

球規模課題を取り上げたものから、開発そのも

のを考えるものまで多様なバリエーションがあ

る。本書を用いながら、紹介されている教材の特

徴を踏まえ、教材を扱う授業を単発で組み立て

るのではなく、前後の授業との関連についても

踏まえながら授業展開を考えることができよう。

　第２部を執筆した著者は、地理教育の中に開

発教育の視点を取り入れながら実践を重ねてき

た教員であり、多くの実践事例を持つ。そうし

た執筆者だからこそ、本書の中では、現場の教

師が授業を作る際に参考にしたい授業の内容や

進め方等が多く紹介されている。
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中中学学校校  全全教教科科・・教教科科外外でで取取りり組組むむ SSDDGGss  

－－EESSDD のの実実践践づづくくりりのの要要点点ととアアイイデディィアア－－  

著著者者：：木木村村裕裕編編著著  

発発行行：：学学事事出出版版  22002222 年年 1122 月月  

 

SSDDGGss はは現現在在、、日日本本ででははすすっっかかりり市市民民権権をを

得得たた言言葉葉ににななっったたがが、、そそのの登登場場当当初初はは社社会会

のの中中ででももああままりり知知らられれたたももののででははななかかっったた

ででああろろうう。。例例ええばば評評者者がが SSDDGGss をを初初めめてて知知っっ

たたののはは、、22001155 年年にに調調査査ででドドイイツツをを訪訪れれ、、そそ

ここでで地地理理教教科科書書のの見見開開ききにに SSDDGGss にに関関わわるるペペ

ーージジをを見見たた時時ででああっったた。。ままたた評評者者がが 22001177 年年

にに高高専専のの地地理理授授業業でで SSDDGGss ににつついいてて扱扱っったた際際

もも、、学学生生たたちちはは「「何何そそれれ」」とといいっったた反反応応でで

ああっったた。。個個人人的的なな経経験験かかららだだがが、、SSDDGGss のの登登

場場当当初初はは世世間間でで認認知知さされれてていいたたととはは言言いい難難

いいももののででああっったた。。そそれれがが今今やや SSDDGGss はは、、世世間間

のの多多くく人人がが日日常常でで見見聞聞ききしし、、小小中中高高のの教教科科

書書ににもも登登場場すするるももののととななっったた。。ししかかしし、、急急

速速にに広広ががっったたががゆゆええにに、、「「言言葉葉」」ととししててのの

SSDDGGss のの認認知知度度はは高高いいがが、、そそのの理理念念・・意意味味やや

EESSDD とと SSDDGGss ととのの違違いいななどどををははじじめめ SSDDGGss にに

対対すするる人人々々のの理理解解・・認認識識はは依依然然ととししてて差差がが

ああるるとと思思わわれれるる。。SSDDGGss のの認認知知度度のの高高ささととはは

裏裏腹腹にに、、SSDDGGss ににどどののよよううにに取取組組むむべべききかか、、

ああるるいいははどどうう扱扱ううべべききかかとといいうう疑疑問問・・課課題題

はは、、現現行行のの学学習習指指導導要要領領でで持持続続可可能能なな社社会会

のの創創りり手手のの育育成成がが掲掲げげらられれ、、教教科科・・教教科科外外

活活動動でで持持続続可可能能なな社社会会づづくくりりへへのの取取組組がが求求

めめらられれたた学学校校教教育育ににおおいいててもも同同様様のの状状況況にに

ああるるとといいええるる。。  

本本書書はは、、上上述述ののよよううなな学学校校教教育育ににおおけけるる

疑疑問問・・課課題題にに答答ええ、、「「ここれれままででのの実実践践ののふふりり

かかええりりやや明明日日かかららのの実実践践のの計計画画・・実実施施・・省省

察察・・改改善善にに生生かかししてていいたただだけけるるよよううににとと考考

ええてて作作成成」」（（pp..22））さされれたたももののででああるる。。中中学学

校校教教員員をを含含むむ８８名名にによよっってて執執筆筆さされれたた本本書書

はは、、２２部部構構成成ををととりり、、ププロロロローーググおおよよびび全全

1155 章章のの全全教教科科・・教教科科外外活活動動でで SSDDGGss にに取取組組むむ

たためめのの考考ええ方方やや具具体体的的なな実実践践モモデデルルがが提提案案

さされれてていいるる。。本本書書のの目目次次はは、、次次にに示示すす通通りり

ででああるる。。  

ププロロロローーググ  SSDDGGss ををふふままええたた学学校校教教育育へへ

のの誘誘いい  

第第ⅠⅠ部部  理理論論編編  

第第１１  章章  今今、、すすべべててのの学学校校にに「「SSDDGGss」」

「「EESSDD」」をを  

第第２２章章  EESSDD のの実実践践づづくくりりににおおいいてて意意識識しし

たたいいこことと  

第第ⅡⅡ部部  実実践践編編  

第第３３章章  「「ここととばば」」のの力力をを育育みみ、、未未来来のの創創

造造ににつつななげげるる国国語語  

第第４４章章  ココンンビビニニをを通通ししてて「「よよりりよよいい社社

会会」」をを考考ええるる社社会会のの授授業業  

第第５５章章  SSDDGGss のの視視点点ををももっったた数数学学「「デデーー

タタのの活活用用」」領領域域のの授授業業  

第第６６章章  他他教教科科のの内内容容とと結結びび付付きき、、全全体体とと

ししてて環環境境をを考考ええるる理理科科のの授授業業  

第第７７章章  「「誰誰一一人人取取りり残残ささなないい」」かかららススタタ

ーートトししたた音音楽楽のの授授業業  

第第８８章章  表表現現とと鑑鑑賞賞をを通通ししてて SSDDGGss のの精精神神

ををかかたたちちととししてて捉捉ええるる美美術術のの授授業業  

第第９９章章  自自他他とと社社会会をを見見つつめめ、、健健康康とと福福祉祉

のの増増進進にに向向けけたた力力量量のの基基礎礎をを育育成成すするる

保保健健体体育育  

第第 1100 章章  豊豊かかででししななややかかにに生生ききるるたためめのの

想想像像力力とと創創造造力力をを育育むむ技技術術・・家家庭庭  

第第 1111 章章  英英語語表表現現かからら SSDDGGss のの理理解解ををめめざざ

すす英英語語のの授授業業  

第第 1122 章章  「「平平和和」」「「人人権権」」「「貧貧困困」」のの意意味味

をを問問いい直直すす道道徳徳のの授授業業  

第第 1133 章章  持持続続可可能能なな社社会会のの方方向向性性をを模模索索

すするる総総合合的的なな学学習習のの時時間間  

第第 1144 章章  生生徒徒のの発発想想をを大大切切ににししたた特特別別活活

動動－－生生徒徒会会活活動動ととししててのの「「生生徒徒会会交交流流

会会」」  

第第 1155 章章  民民主主的的なな学学校校ををつつくくりり、、地地域域にに

もも広広げげるる  

ププロロロローーググでではは、、SSDDGGss をを踏踏ままええたた学学校校教教

育育のの方方向向性性ににつついいてて、、編編者者のの木木村村氏氏のの考考ええ

方方がが示示さされれてていいるる。。学学校校教教育育のの目目的的をを読読者者

にに問問いいかかけけるるここととかからら始始ままりり、、SSDDGGss をを踏踏まま

ええたた学学校校教教育育のの在在りり方方をを探探究究しし、、実実践践すするる

たためめににはは、、「「正正解解」」ががなないいここととをを前前提提ととししたた

ううええでで、、自自分分ななりりのの「「答答ええ」」をを他他者者とと議議論論

書評
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をを通通ししてて探探りり続続けけるるここととがが必必要要だだとと主主張張しし

てていいるる。。ままたた SSDDGGss のの取取組組でではは変変わわりり続続けけるる

ここととにに注注目目さされれてていいるるがが、、変変わわららなないいこことと

（（継継続続すするるこことと））をを否否定定すするるももののででははなないい

こことともも説説明明さされれてていいるる。。  

  ２２章章かからら構構成成さされれるる第第ⅠⅠ部部理理論論編編でではは、、

ははじじめめてて SSDDGGss やや EESSDD にに触触れれるる読読者者ににととっってて

ももわわかかりりややすすいいよよううにに SSDDGGss とと学学校校教教育育のの関関

係係性性、、現現行行のの学学習習指指導導要要領領のの内内容容とと EESSDD、、

EESSDDのの学学習習評評価価とといいっったた、、EESSDDをを通通じじてて SSDDGGss

をを達達成成すするるたためめのの基基本本的的なな考考ええ方方がが端端的的にに

説説明明さされれてていいるる。。ままたた EESSDDのの実実践践にに関関わわっってて

育育みみたたいいこことと（（社社認認認認識識のの深深化化、、自自己己認認識識

のの深深化化、、行行動動へへのの参参画画））、、学学習習内内容容おおよよびび評評

価価、、教教師師のの役役割割（（フファァシシリリテテーータターー、、ココーー

デディィネネーータターー））ががああわわせせてて説説明明さされれるる。。  

続続くく第第ⅡⅡ部部実実践践編編でではは、、1133 のの教教科科・・教教科科

外外活活動動のの実実践践モモデデルルがが紹紹介介さされれてていいるる。。教教

科科・・教教科科外外活活動動のの実実践践モモデデルルはは国国語語をを除除きき、、

SSDDGGss のの 1177 のの目目標標ののどどれれとと対対応応ししてていいるるかかがが

示示さされれてていいるる（（pp..1122：：表表序序--11））。。ななおお国国語語はは、、

「「EESSDD にに取取りり組組むむううええでで不不可可欠欠のの『『ここととばば』』

のの力力をを育育むむここととををめめざざししたた実実践践事事例例」」ととしし

てていいるるここととかからら、、特特定定のの SSDDGGss のの目目標標はは示示ささ

れれててははいいななかかっったた。。３３章章かからら 1155 章章ににかかけけてて

はは、、教教科科・・教教科科外外活活動動ごごととにに２２～～３３つつのの実実

践践がが教教師師とと生生徒徒ののややりり取取りり形形式式でで示示さされれるる

ととととももにに、、そそれれぞぞれれのの実実践践のの解解説説がが記記載載ささ

れれてていいるる。。教教科科教教育育学学（（社社会会科科））をを専専門門とと

すするる評評者者ににととっっててはは、、学学級級づづくくりりをを扱扱っったた

第第 1155 章章はは、、普普段段ととはは異異ななるる視視点点かからら EESSDD をを

捉捉ええるるここととががでできき、、個個人人的的ににははととててもも興興味味

深深いい内内容容ででああっったた。。  

  ささららにに本本書書ににはは「「EESSDD とと SSDDGGss ととのの関関係係をを

考考ええるる」」とといいっったた基基礎礎的的ななもものの、、「「EESSDD のの観観

点点かからら考考ええるる、、歴歴史史をを学学ぶぶここととのの意意義義」」のの

よよううにに、、読読者者自自身身のの教教育育観観をを見見つつめめ直直すすきき

っっかかけけををくくれれるるももののななどど、、読読みみ応応ええののああるる

１１ペペーージジののココララムムがが合合計計でで 1155 収収録録さされれてていい

るる。。やややや簡簡単単ででははああるるがが、、本本書書のの概概要要をを紹紹

介介すするるとと以以上上ととななるる。。  

評評者者がが本本誌誌のの読読者者とと共共有有ししたたいい本本書書のの特特

質質・・示示唆唆はは、、次次のの２２点点ににななるる。。１１点点目目はは、、

中中学学校校ののすすべべててのの教教科科・・教教科科外外活活動動ににおおいい

てて SSDDGGss のの具具体体的的なな取取組組をを複複数数のの実実践践ををももっっ

てて紹紹介介ししたたここととででああるる。。SSDDGGss をを特特定定のの教教科科

やや教教科科外外活活動動ににととどどめめずず、、中中学学校校全全体体でで取取

組組むむべべききももののととししてて、、そそのの実実践践モモデデルルをを示示

ししたたここととはは意意義義ががああるる。。２２点点目目はは、、EESSDD をを今今

日日のの学学校校教教育育やや SSDDGGss をを見見直直すす存存在在ととししてて捉捉

ええてていいるるここととででああるる。。現現行行のの学学習習指指導導要要領領

のの内内容容はは EESSDDとと関関連連がが強強くく、、教教科科・・教教科科外外活活

動動ににおおいいててもも、、SSDDGGss 達達成成にに向向けけてて EESSDD のの取取

組組がが意意図図さされれてていいるる。。ここののよよううにに EESSDDはは現現在在、、

教教育育内内容容ととししてて地地位位をを確確固固たたるるももののととししてて

いいるる。。他他方方、、EESSDD ははそそのの登登場場時時以以来来、、既既存存のの

教教育育をを見見つつめめ直直すす存存在在、、換換言言すすれればば EESSDDのの取取

組組をを通通じじててのの教教育育改改善善・・改改革革をを促促すすももののでで

ああるる。。そそののたためめ、、本本書書はは改改めめてて EESSDDのの本本質質でで

ああるる教教育育改改善善・・改改革革とといいうう考考ええ方方をを読読者者でで

ああるる私私たたちちにに再再度度気気づづかかせせててくくれれるる機機会会をを

提提供供ししててくくれれてていいるる。。  

  ととこころろでで、、評評者者がが本本書書のの内内容容ににつついいてて１１

点点、、気気ににななっったたここととががああるる。。タタイイトトルルににもも

掲掲げげらられれてていいるるよよううにに、、本本書書はは「「中中学学校校」」

ででのの SSDDGGss のの取取組組をを示示ししたたももののででああるるがが、、なな

ぜぜ中中学学校校をを対対象象ととししたたののだだろろううかか。。本本書書をを

読読むむ限限りり、、積積極極的的なな理理由由がが述述べべらられれてていいなな

かかっったた。。確確かかにに、、執執筆筆者者のの多多くくがが中中学学校校教教

員員ででああるるたためめ、、対対象象がが中中学学校校ととななるるここととはは

当当然然とと言言ええばば当当然然ででああろろうう。。ししかかししななががらら

SSDDGGss のの取取組組はは今今やや、、小小学学校校かからら高高等等学学校校にに

至至るる学学校校教教育育でで幅幅広広くく、、そそししてて繰繰りり返返しし取取

組組ままれれてていいるる。。そそののななかかでで、、中中学学校校ででああるる

かかららここそそ強強調調ししてて取取組組むむべべききここととがが明明確確にに

主主張張さされれててももよよかかっったたののででははなないいだだろろううかか。。

そそううすするるここととでで、、中中学学校校段段階階ににおおけけるる SSDDGGss

のの取取組組ややそそののねねららいいがが明明確確ににななるるだだけけででなな

くく、、小小中中高高をを通通じじててのの取取組組のの連連続続性性・・継継続続

性性とといいっったた点点にに対対すするる示示唆唆ももままたた得得らられれるる
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ののででははなないいかかとと考考ええらられれるる。。  

  ぜぜひひ EESSDD をを通通じじてて SSDDGGss のの達達成成にに取取りり組組むむ

多多くくのの会会員員にに読読んんででほほししいい。。  

阪阪上上弘弘彬彬（（千千葉葉大大学学））  

  117

『ESD 研究』第７号　December 2024



新SDGs論－現状・歴史そして未来をとらえる－  

著者：田中治彦 

発行：人言洞 2024年１月 

 

本書は，2023年が SDGsの中間年にあたることか
ら，今後はSDGsに対する表層的な理解でなく，歴史
的な意義に立ち返って考えた上での理解と行動に移

していくことが求められる，という問題意識のもとに

まとめられたものである。本書の構成は次の通りであ

る。 

 
本書の副題が，「現状・歴史そして未来をとらえる」

であるように，第一部では，SDGsの現状が，第二部
では，SDGsに至るまでの歴史が，第三部では，2030
年以降のグローバル課題がどのようになっていくか

という展望，未来にかかわることが述べられている。 
第１章では，まず，2015年に国連総会で採択された

SDGs17 目標を含む成果文書『我々の世界を変革す
る：持続可能な開発のための2030アジェンダ』の「変
革する」が示すように，「世界のシステムや人々の意識

を根本的に変えること」が我々に求められると指摘す

る。SDGs17目標を構成する５つのP（People，Planet，
Prosperity，Peace，Partnership）が，SDGsの基盤
ともなる戦後の４つのグローバル課題(平和(東西)問
題，開発(南北)問題，環境問題，人権問題)とどのよう
に対応しているかが示される。また，SDGs17目標が
５分類されることを明らかにした上で，先進国，途上

国を問わずユニバーサルの開発目標であることが述

べられる。さらに，SDGs の基本理念として「公正」

「共生(包摂)」「循環」の３つが示され，その正確な理
解がSDGsの本質的な理解により近づくし，また将来
的な応用にも役立つと述べる。そして，SDGsに向け
ての日本政府，地方自治体，産業界，NGO／NPO，そ
れぞれの対応が紹介される。このように，第１章は，

SDGsとは何かについての解説がなされ，この後読み
進める際のガイダンスにもなっている。 
第２章では，報告書『我々の共通の未来（Our 

Common Future）』で有名なブルントラント委員会以
降の各種国際会議を通した SDGs に関わる動向と意
義が説明される。 
第３章では，SDGs の前身である MDGs が解説さ
れる。1990 年代になって急速に進んだグローバリゼ
ーションに対応した国連ミレニアム宣言を受け，2015
年までと達成年度を区切り，各目標とターゲットに達

成すべき数値目標を明示して策定されたことが，

MDGs の意義と特徴と指摘する。「従来の開発目標が
単に宣言であったり，単なる努力目標であったのに対

して，数値目標を掲げたことにより MDGs の達成に
向けて各国際機関，加盟各国，NGO の努力を一層促
すことになった。」（p.40）。MDGs がカバーする課題
である「貧困」「ジェンダー」「保健」「医療」「環境」

のうち「環境」を除く４つの課題が概ね達成したこと

が述べられる。 
 

第一部 SDGsのルーツを探る 
第１章 SDGs(持続可能な開発目標)とは何か？ 
第２章 持続可能な開発(SD) とは何か？ 
第３章 ミレニアム開発目標(MDGs) 
第４章 ESD・地球市民教育 
第二部 グローバル課題の戦後史 
第５章  戦後４つのグローバル課題 
第６章 南北問題－開発と援助 
第７章 環境問題－公害と熱帯林 
第８章 人権問題－「誰一人取り残さない」 
第９章 東西問題－核と平和 
第Ⅲ部 SDGsの未来 
第10章 2030年以降のグローバル課題 
第11章 SDGsを「自分事」に 

SDGs・グローバル課題関連年表 

 
 
 

書評
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第４章では，グローバルな課題を扱う教育の起源と

なる国際理解教育から，個別の課題である平和，開発，

環境，人権を扱う諸教育とそれらが統合された ESD
について，歴史的な軸に沿った展開過程が述べられる。

本章の最後では，2020 年度から実施される学習指導
要領の前文において，「持続可能な社会の創り手」を育

てることが明記されたことにより，「SDGsを含む教育
内容が新しい時代の学習において最重点項目となっ

たといっても過言ではない。」（p.70）と述べている。 
第５章では，東西問題いわゆる平和の問題，開発，

環境，人権の４つのグローバル課題は，それぞれが異

なった文脈から生じているが，「実は相互に関連しあ

っていて，全体として同時に解決されなければならな

いという認識が生まれてSDGsへとつながる」と指摘
する。 
第６章では，SDGsの17目標のうち，1から11ま
での目標が直接関係し，SDGsの主要な目標群を構成
する開発と援助に関わる南北問題への取り組みの歴

史が分かりやすくコンパクトにまとめられている。 
第７章では，「SDGsにおいては，全体の根幹をなす
課題として位置づけられている」環境問題の歴史的経

緯が説明される。 
第８章では，世界人権宣言まで遡りながら，平和，

開発，環境に次ぐ第４のグローバル課題となった人権

問題に関わる様々な取り組みの歴史がまとめられて

いる。 
第９章では，戦後最初であり最大でもあるグローバ

ル課題の核と平和についての歴史的経緯がまとめら

れる。同章最後で，戦争や紛争の抑止，紛争解決のた

めのターゲット，核兵器についてのターゲットが掲げ

られていないことは，「人類の持続可能性のための国

際目標としては重大な欠点である」（p.146）と批判す
る。これは，「安全保障理事会の機能不全にみられるよ

うに，平和構築において国連という組織が持っている

限界でもある。」（p.146）とし，「SDGsに加えて核と
平和の問題を常に考慮して行く必要がある。」（p.146）
ことを主張する。 
第 10章では， 2030年以降のグローバル課題とし
て，人口，生物多様性，気候変動，貧困，格差問題，

核と平和，パンデミック，そして過去の経験では将来

見通せない問題として，災害や人類と AI との関係に
係る問題が言及される。 
本書を締めくくる第11章では，グローバルな大きな
テーマを私たち個人個人が「自分事」として捉えるため

のヒントが示される。冒頭の「学校教育とSDGs学習」

での「SDGs学習が従来の学習と違う点は，単に知識と
して蓄えるのではなく，問題解決に向けて自ら思考する

能力を身につける点である。そのためには，参加型学習，

カリキュラムマネジメント，学校と社会との連携の３点

が必要となる。」（p.164）という指摘に注目したい。参
加型学習の強調は，長年開発教育に携わってきた著者な

らではの指摘と思える。「SDGsが課題としている貧困
格差，地球温暖化，人種差別といった課題は大人社会が

もたらしたもので，その解決をかれらに求めるのはまさ

に世代間の公正に反する。教員を含めて大人社会自体が

その解決に向けて努力する必要を見せなければ，彼らに

対して説得力はないであろう。」とし，「大人たちの学習

は社会教育，生涯教育によって行われ，解決に向けての

行動は，行政，企業，地域，市民団体などによって担わ

れている。」と述べるのは，長年社会教育にも携わって

きた著者ならではの指摘であろう。本章最後の「孤立と

居場所」での，「欧州社会の安定を考えるならば，移民

の若者も含めて，すべての若者がその社会に居場所があ

ると感じられる社会づくりが必要である。」（p.174）こ
とは，今後は欧州社会に限らない課題になると思える。

その意味で，「誰一人取り残さない」というスローガン

を否定形でなく，肯定形に変換した「誰にでも居場所が

ある世界を」（p.175）という著者の提案には，大いに賛
同したい。 
ところで，第11章のタイトルは，「SDGsを『自分
事』に」である。SDGsの諸目標達成には，確かに「い
かにSDGsを自分事にすることができるか」が問われ
る。だが，「自分事」にした上で「自分たち事」にまで

しなければ，本当の意味でのSDGs諸目標達成は覚束
ないのではないかと思えた。 
本書を読み終え，ビスマルクはそうは述べていない

と言われる有名な言葉「愚者は経験に学び，賢者は歴

史に学ぶ」が思い浮んだ。本書には，丁寧に歴史から

学んで本質を見極め，未来を展望するという姿勢で貫

かれている。第６章から第９章は，南北（開発）問題，

環境問題，人権問題，東西（平和）問題の歴史的経緯

が簡潔に分かりやすくまとめられている。巻末に

「SDGs・グローバル課題関連年表」があり，索引もつ
いている。SDGsに関わることを根本的に学ぼうとす
る者にとっては，コンパクトにまとめられた良き参考

書になろう。持続可能な社会を目指す者たちにとって

も，示唆の多い書である。一読されることをお勧めし

たい。 
 

伊藤裕康（文教大学教育学部） 
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書評 
 

幸せのメカニズム 

 実践・幸福学入門 

 

 

著者：前野隆司 

発行：講談社、２０１３年 

  

 ２０２３年６月１６日に第４期「教育振興基本

計画」が閣議決定された。文部科学省のホームペ

ージには、教育振興基本計画（以下、基本計画）

は２００８年７月１日に閣議決定されたのが初め

で、「『教育振興基本計画』は、教育基本法に基づ

き政府として初めて策定した計画です。教育基本

法に示された教育の理念の実現に向けて、今後１

０年間を通じて目指すべき教育の姿を明らかにす

るとともに、今後５年間に取り組むべき施策を総

合的・計画的に推進するものです」と記されてい

る。 

 持続可能な社会の創り手の育成が学習指導要領

の前文に明記されたのは２０１７年３月であった

が、それに先立って２０１３年６月１４日に閣議

決定された第２期基本計画には、Ⅲ 四つの基本

的方向性の（１）社会を生き抜く力の養成（今後

の学習の在り方）において、すでに「持続可能な

社会の構築という見地からは、「関り」「つなが

り」を尊重できる個人を育成する「持続可能な開

発のための教育（ＥＳＤ）の推進が求められてお

り」と記されている。 

 また、２０１５年の国連総会において２０１６

年から２０３０年までの国際目標として「持続可

能な開発のための２０３０アジェンダ」が採択さ

れ、さらに２０１８年の第３期基本計画の「２ 

社会の持続的な発展を牽引するための多様な力を

育成する」を経て今回の第４期基本計画へと、持

続可能な社会の創り手の育成が重要な教育テーマ

になっていることが明らかである。 

特に第４期基本計画では２つのコンセプトが強 

 

調されている。 

 １つは「持続可能な社会の創り手の育成」であ

り、もう１つは「日本社会に根差したウェルビー

イングの向上」である。１つ目のコンセプトであ

る持続可能な社会の創り手の育成」は、本誌の読

者にはおなじみの文言であるが、ウェルビーイン

グについてはどうだろう。わかっているようでよ

くわからないというのが実感であろう。辞書的に

は「身体的・精神的・社会的に良好な状態、また

は満たされた幸福な状態を指します」とあるが、

幸福とは主観的なものであるため、それを

向上する方法は、人それぞれというのが実

情であろう。しかし著者は「多様性をベース

とする共通基本メカニズムを共有し、共感

する世界を築けるのではないか。人間の脳

が幸せと感じるための基本的なメカニズム

を明らかにして、それをもとに、全体幸福へ

の道筋を、明確化したい。」と考え、従来、

学術界においても学問の対象にならないと

考えられてきた主観的幸福を統計的・客観

的に捉えようとしている。 

書評

  120

『ESD 研究』第７号　December 2024



本書の構成は次の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 基本計画のコンセプトの１つが日本社会に根差

したウェルビーイングの向上であるが、著者の幸

福学の研究は、日本人１５００人を対象に行った

アンケート調査を踏まえたものであるだけに信頼

性が高いと言えるだろう。著者は幸福に影響する

要因についてのアンケート結果の因子分析を行い、

４つの因子を明らかにしている。 

 第１因子：「やってみよう！」因子（自己実現と

成長の因子）コンピテンス（私は有能である）、社

会の要請（私は社会の要請に応えている）、個人的

成長（私のこれまでの人生は、変化、学習、成長

に満ちていた）、自己実現（今の自分は、「本当に

なりたかった自分」である） 

 第２因子：「ありがとう！」因子（つながりと感

謝の因子）人を喜ばせる（人の喜ぶ顔が見たい）、

愛情（私を大切に思ってくれている人たちがいる）、

感謝（私は人生において感謝することがたくさん

ある）、親切（私は日々の生活において、他者に親

切にし。手助けしたいと思っている） 

 第３因子：「なんとかなる！」因子（前向きと楽

観の因子）楽観性（私はものごとが思い通りにい

くと思う）、気持ちの切り替え（私は学校や仕事で

の失敗や不安な気持ちをあまり引きずらない）、積

極的な他者関係（私は他者との近しい関係を維持

することができる）、自己受容（自分は人生で多く

のことを達成してきた） 

 第４因子：「あなたらしく！」因子（独立とマイ

ペースの因子）社会的比較志向のなさ（私は自分

のすることと他者がすることをあまり比較しな

い）、制約の知覚のなさ（私に何ができて何ができ

ないかは外部の制約のせいではない）、自己概念の

明確傾向（自分自身についての信念はあまり変化

しない）、最大効果の追求のなさ（テレビを見ると

きはあまり頻繁にチャンネルを切り替えない） 

 これら４つの因子は、教員が子どもに接すると

きに留意すべきポイントであろう。子どもに声を

かけるときにこの４つの因子とマズローの欲求の

５段階説などを活用することで、子どものウェル

ビーイングが向上するとともに利他的活動への意

欲も向上するのではないか。 

基本計画には、個人（子ども）のウェルビ

ーイングだけでなく、教員のウェルビーイ

ングや地域の人々全体のウェルビーイング

の向上が重要であると述べている。教員の

ウェルビーイングの向上には、子どもの成

長を実感すること、保護者や地域との信頼

関係、職場の心理的安全性、労働環境が関係

すると記されている。特筆すべきは地域社

会全体のウェルビーイングについてである。

基本計画には「子どもたち一人一人が幸福

や生きがいを感じられる学びを保護者や地

域の人々とともにつくっていくことで、学

校に携わる人々のウェルビーイングが高ま

り、その広がりが一人一人の子どもや地域

を支え、更には世代を超えて循環していく」

と述べられているが、これはＥＳＤの学び

そのものである。 

ＥＳＤによってどのような社会をつくっ

ていくべきか。本書の第３章では『シュリー

マン旅行記 清国・日本』の「この国には（江

戸時代末）平和、行き渡った満足感、豊かさ、

完璧な秩序、そして世界のどの国にもまし

てよく耕された土地が見られる」を紹介し

つつ、筆者は一人当たりＧＤＰは大幅には

増えないかもしれない。減るかもしれない。

みんなで協創し、さまざまな４つの幸せを

つくっていく世界、多様なつながりと自己

実現に鋭敏になり、みんなで物欲まみれで

はない、心の豊かな日本に作り直しません

かと、呼びかけている。 

（奈良教育大学 中澤静男） 

序章 ：役に立つ幸福学とは 

第１章：幸せ研究の基礎を知る 

第２章：幸せの４つの因子 

第３章：幸せな人と社会の創り方 

あとがき・謝辞 

付録：幸福に影響する要因４８項目 
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『ＥＳＤ研究』第８号の投稿募集について 

 

日本 ESD 学会誌『ESD 研究』（以下「本誌」）への掲載論文を下記のとおり募集します。応募にあ

たっては事前に応募登録（締切：2024 年 11 月 ７ 日(木)）が必要です。会員各位の積極的なご

投稿をお待ちします。 

 

１．投稿内容： 

投稿対象とする論文は、ESD の研究や実践に

関する成果や課題を内容とする以下の論文と

する。 

①原著論文：理論研究・実践研究・政策研究・

教材研究などに関して独創的で、かつ今後の

研究や実践に有用な知見をもたらすと考え

られる学術論文。なお、これには授業実践に

対して分析、考察を加えた論文を含む。 

②総説論文：特定の分野やテーマに関する内外

の研究・実践・政策などを広く検討しながら、

独自の視点から課題や論点を提起し整理し

た学術論文。 

③研究ノート：上記①②に発展する可能性のあ

る論文で、学術的な研究や調査の成果や課題

を中間的に整理検討した論文。 

④実践ノート：授業実践や学校の取り組みのほ

か、地域や市民組織などの実践を客観的に整

理検討した論文。 

⑤報告：授業等の実践報告、会議や研修会の開

催報告等。 

 

２．投稿資格： 

・執筆筆頭者は 2024 年度の会費納入済みの日

本 ESD 学会（以下「本学会」）会員に限る。

共著原稿の場合には、執筆筆頭者以外は、こ

の条件に該当しない者を含めることができ

る。 

・団体会員が投稿する場合は、投稿者はその組

織団体の常勤職にあることを原則とする。た

だし、投稿原稿が共著の場合は、執筆筆頭者

以外に非常勤職を含めることができるもの

とする。 

 

３．投稿条件： 

・本誌に投稿される原稿は、ESD の研究や実践

に資する内容を有し、他の刊行物に未発表の

ものとする。ただし、以下の原稿等（加筆修

正したものを含む）については、初出の明記

や著作権の確認を条件に未発表のものとみ

なすことができる。 

①各種学会が主催する大会等での発表要旨、口

頭発表、配付資料など。 

②政府、地方自治体、研究機関、各種団体等の

委託研究調査の報告書等に収録されたもの。 

③その他の講演会、研究会、シンポジウム等で

の発表要旨や配付資料など。 

④その他、編集委員会が認めたもの。 

 

４．原稿の分量： 

・「原著論文」および「総説論文」は、10 頁（空

白部分などを含め 17,600 字相当）以内 

・「研究ノート」「実践ノート」および「報告」

は８頁（空白部分などを含め 14,080 字相当）

以内 

・これらの分量には、英文要旨の字数を含まな

い。 

 

５．使用言語： 

・原則として日本語または英語 

 

６．審査方法： 

『ＥＳＤ研究』第８号の投稿募集について
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・日本 ESD 学会誌『ESD 研究』査読規程によ

り審査する。 

 

７．スケジュール： 

・応募登録締切：2024 年 11 月 ７ 日(木) 

・論文提出締切：2024 年 12 月 20 日(金) 

23：59 メール必着 

・審査結果通知：2025 年 3 月上旬（予定） 

・修正論文提出締切：2025 年 4 月上旬（予定) 

・最終審査結果通知：2025 年 6 月下旬（予定） 

・第８号の発行：2025 年夏（予定） 

 

８．応募登録方法： 

・期日までに本学会のウェブサイトから投稿事

前申込書（様式１）をダウンロードの上、期

日までの学会誌編集委員会に電子メールに

て提出することにより登録手続を行ってく

ださい。 

・なお、応募登録後は執筆筆頭者および共同執

筆者の変更や追加は認められませんのでご

注意ください。 

 

９．投稿に関する規程類・関係書式： 

・日本 ESD 学会会則 

・日本 ESD 学会編集委員会規程 

・日本 ESD 学会誌『ESD 研究』編集･投稿規程 

・日本 ESD 学会誌『ESD 研究』査読規程 

・日本 ESD 学会誌『ESD 研究』執筆要領 

・日本 ESD 学会誌『ESD 研究』執筆要領「別

紙」 

・投稿事前申込書（書式１） 

・投稿原稿送付状（書式２） 

・再投稿原稿送付状（書式３） 

※いずれも当学会ウェブサイトからダウンロ

ード可能。 

 

10．問合せ先・書類等送付先： 

ご不明な点などにつきましては、日本 ESD 

学会誌『ESD 研究』編集委員会まで、電子メー

ルにてお問い合わせください。 

E-mail: jsesd.editor@gmail.com 
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第
１
章

総
則

（名
称
）

第
１
条

本
会
は
日
本
Ｅ
Ｓ
Ｄ
学
会

(T
he

 J
ap

an
es

e 
So

cie
ty

 o
f 

Ed
uc

at
ion

 fo
r 

Su
st

ai
na

bl
e 

De
ve

lop
m

en
t)

と
称
す

る
。

（目
的
）

第
２
条

本
会
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）の

理
論

的
・実

践
的
研
究
お
よ
び
Ｅ
Ｓ
Ｄ
実
践
の
深
化
・発

展
を
図
る
こ

と
を
も
っ
て
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

（事
業
）

第
３
条

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
事
業
を
行

う
。

１
．
年
次
大
会
お
よ
び
研
究
会
の
開
催

２
．
会
誌
、
会
報
そ
の
他
の
刊
行
物
の
発
行

３
．
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
修
会
等
の
開
催

４
．
他
学
会
・団

体
と
の
連
携
・協

働

５
．
海
外
の
学
会
・団

体
と
の
連
携
・協

働

６
．
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業

第
２
章

会
員

（会
員
）

第
４
条

本
会
の
会
員
は
正
会
員
、
学
生
会
員
、
団
体
会
員
、
賛
助
会

員
、
名
誉
会
員
と
す
る
。

１
．
正
会
員

本
会
の
目
的
に
賛
同
し
て
入
会
す
る
個
人

２
．
学
生
会
員

本
会
の
目
的
に
賛
同
し
て
入
会
す
る
学
生
お

よ
び
大
学
院
生
。
大
学
院
生
は
正
会
員
ま
た
は
学
生
会
員

の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
．
団
体
会
員

本
会
の
目
的
お
よ
び
事
業
に
賛
同
す
る
団

体
（学

校
、

N
PO

/N
GO

法
人
、
地
方
自
治
体
等
）

４
．
賛
助
会
員

本
会
の
目
的
お
よ
び
事
業
に
賛
同
し
て
賛
助

す
る
個
人
、
団
体
お
よ
び
法
人

５
．
名
誉
会
員

日
本
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
理
論
的
・実

践
的
研
究
お
よ

び
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
深
化
・発

展
に
大
き
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
の

な
か
か
ら
、
会
長
が
評
議
員
会
の
議
を
経
て
推
薦
す
る
者

（会
費
）

第
５
条

会
員
は
会
費
を
前
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
費
の
額
は

別
に
定
め
る
。

（入
会
）

第
６
条

本
会
に
入
会
を
希
望
す
る
者
は
、
会
長
に
入
会
申
込
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（退
会
）

第
７
条

退
会
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
会
長
に
退
会
届
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（権
利
）

第
８
条

会
員
は
次
の
権
利
を
有
す
る
。

１
．
正
会
員

会
誌
お
よ
び
印
刷
物
等
の
配
布
を
受
け
る
こ
と
、

年
次
大
会
に
お
け
る
発
表
お
よ
び
会
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
、

会
長
、
評
議
員
お
よ
び
会
計
監
査
の
選
挙
権
と
被
選
挙
権

を
有
す
る
こ
と
、
総
会
に
参
加
す
る
こ
と
。

２
．
学
生
会
員

会
誌
お
よ
び
印
刷
物
等
の
配
布
を
受
け
る
こ

と
、
年
次
大
会
に
お
け
る
発
表
お
よ
び
会
誌
に
投
稿
す
る

こ
と
。

３
．
団
体
会
員

会
誌
お
よ
び
印
刷
物
等
の
配
布
を
受
け
る
こ

と
、
な
ら
び
に
団
体
会
員
に
所
属
す
る
者
は
年
次
大
会
に

お
け
る
発
表
お
よ
び
会
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
、
お
よ
び
代

表
者
１
名
が
総
会
に
参
加
で
き
る
こ
と
。

４
．
賛
助
会
員

会
誌
お
よ
び
印
刷
物
等
の
配
布
を
受
け
る
こ

と
、
な
ら
び
に
賛
助
会
員
に
所
属
す
る
者
は
年
次
大
会
に

お
け
る
発
表
お
よ
び
会
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
。

５
．
名
誉
会
員

会
誌
お
よ
び
印
刷
物
等
の
配
布
を
受
け
る
こ

と
、
年
次
大
会
に
お
け
る
発
表
お
よ
び
会
誌
に
投
稿
す
る

こ
と
。

第
３
章

役
員

（役
員
）

第
９
条

本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

１
．
会
長

１
名

２
．
副
会
長

２
名

３
．
評
議
員

３
０
名
以
内

４
．
理
事

若
干
名

５
．
会
計
監
査

２
名

６
．
事
務
局
長

日日
本本
ＥＥ
ＳＳ
ＤＤ
学学
会会
会会
則則

 
（会

長
お
よ
び
副
会
長
）

第
１
０
条

 
会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
括
す
る
。
会
長
は
正

会
員
の
選
挙
に
よ
っ
て
定
め
る
。
会
長
の
任
期
は
２
年
と
し
、
２

期
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
副
会
長
は
正
会
員
の
中
か
ら

会
長
が
指
名
す
る
。
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事

故
あ
る
と
き
は
会
務
を
統
括
す
る
。

（評
議
員
）

第
１
１
条

 
評
議
員
は
正
会
員
の
中
か
ら
選
挙
に
よ
っ
て
定
め
る
。
評

議
員
の
任
期
は
２
年
と
し
、
連
続
し
て
２
期
を
超
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

（理
事
）

第
１
２
条

 理
事
は
評
議
員
の
互
選
に
よ
っ
て
定
め
る
。
理
事
は
総
務
、

行
事
・企

画
、
編
集
、
渉
外
・広

報
、
国
際
交
流
ま
た
は
会
計

を
担
当
す
る

（会
計
監
査
）

第
１
３
条

 
会
計
監
査
は
正
会
員
の
中
か
ら
選
挙
に
よ
っ
て
定
め
る
。

会
計
監
査
の
任
期
は
２
年
と
し
、
連
続
し
て
２
期
を
超
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

２
．
会
計
監
査
は
評
議
員
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（事
務
局
長
）

第
１
４
条

 
事
務
局
長
は
正
会
員
の
中
か
ら
会
長
が
委
嘱
す
る
。
事
務

局
長
は
会
長
お
よ
び
理
事
の
下
で
会
務
を
運
営
す
る
。

第
４
章

 
組
織

（総
会
）

第
１
５
条

 
総
会
は
会
の
最
高
議
決
機
関
で
あ
り
、
会
務
、
会
計
そ
の

他
の
重
要
事
項
を
議
決
す
る
。
会
長
は
毎
年
度
１
回
以
上
こ
れ

を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
正
会
員
の
３
分
の
１

以
上
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
時
に
は
会
長
は
臨
時
に
招
集
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
．
総
会
は
委
任
状
を
含
め
正
会
員
お
よ
び
団
体
会
員
代
表
者
の
１

０
分
の
１
以
上
の
出
席
を
も
っ
て
成
立
す
る
。

３
．
総
会
の
議
決
は
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
し
、
可
否
同
数

の
場
合
は
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（評
議
員
会
）

第
１
６
条

 
評
議
員
会
は
、
会
長
、
副
会
長
、
評
議
員
お
よ
び
事
務
局

長
で
構
成
し
、
会
務
、
会
計
そ
の
ほ
か
の
事
項
を
審
議
し
議
決

す
る
。
評
議
会
で
議
決
し
た
重
要
事
項
は
総
会
の
承
認
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
．
評
議
員
会
は
委
任
状
を
含
め
評
議
員
の
２
分
の
１
以
上
の
出
席

を
も
っ
て
成
立
す
る
。

３
．
評
議
員
会
の
議
決
は
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
し
、
可
否

同
数
の
場
合
は
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（理
事
会
）

第
１
７
条

 
理
事
会
は
会
長
、
副
会
長
、
理
事
お
よ
び
事
務
局
長
で
構

成
し
、
会
務
を
運
営
す
る
。

（委
員
会
等
）

第
１
８
条

 
会
長
は
委
員
会
お
よ
び
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
等
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
。
委
員
会
お
よ
び
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
等
の

設
置
は
評
議
員
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
。

（幹
事
）

第
１
９
条

 
会
長
は
理
事
の
推
薦
に
基
づ
き
、
正
会
員
の
中
か
ら
理
事

に
協
力
す
る
幹
事
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
幹
事
の
委
嘱

は
評
議
員
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
。

（事
務
局
）

第
２
０
条

 
事
務
局
は
事
務
局
長
お
よ
び
若
干
名
の
事
務
局
員
を
も
っ

て
構
成
し
、
会
長
お
よ
び
理
事
を
助
け
て
庶
務
を
担
当
す
る
。

２
．
事
務
局
は
宮
城
教
育
大
学
（仙

台
市
青
葉
区
荒
巻
字
青
葉

14
9番

地
 
市
瀬
研
究
室
内
）に

置
く
。

 

（事
業
年
度
）

第
２
１
条

 本
会
の
事
業
年
度
は
毎
年
４
月
１
日
に
始
ま
り
、
翌
年
３
月

末
日
に
終
る
。

第
５
章

 
会
計

（収
入
）

第
２
２
条

 本
会
の
経
費
は
会
費
、
寄
付
金
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て

あ
て
る
。

（会
計
年
度
）

第
２
３
条

 本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
４
月
１
日
に
始
ま
り
、
翌
年
３
月

末
日
に
終
る
。

（報
告
）

第
２
４
条

 会
長
は
会
計
年
度
間
の
収
支
決
算
を
次
の
総
会
に
報
告
し

て
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本

Ｅ
Ｓ

Ｄ
学

会
会

則

124

『ESD研究』第７号　December 2024



第
６
章

 
会
則
の
改
正
お
よ
び
解
散

（会
則
の
改
正
）

第
２
５
条

 会
則
の
改
正
は
総
会
に
お
い
て
出
席
者
の
３
分
の
２
以
上

の
賛
成
を
必
要
と
す
る
。

（解
散
）

第
２
６
条

 本
会
の
解
散
は
総
会
に
お
い
て
出
席
者
の
３
分
の
２
以
上

の
賛
成
を
必
要
と
す
る
。

附
則

 

１
．
本
会
則
は
、
２
０
１
７
年
４
月
２
９
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

２
．
設
立
時
の
役
員
、
お
よ
び
そ
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
第
１
０
条
、
第

１
１
条
お
よ
び
第
１
３
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
設
立
総
会
に
お

い
て
決
定
す
る
。
 

３
．
副
会
長
に
つ
い
て
は
、
第
９
条
の
規
定
に
関
わ
ら
ず
、
設
立
日
を

含
む
年
度
に
お
い
て
は
若
干
名
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。
 

４
．
２
０
１
８
年
８
月
１
９
日
改
正

 

５
．
２
０
１
９
年
８
月
１
９
日
改
正

 

６
．
２
０
２
０
年
１
０
月
１
７
日
改
正

 

７
．
２
０
２
１
年
１
０
月
１
日
改
正

 

８
．
本
改
正
は
２
０
２
２
年
８
月
３
０
日
か
ら
施
行
す
る

 

（
趣

旨
）

 

第
１

条
 

日
本

Ｅ
Ｓ

Ｄ
学

会
（

以
下

、「
本

学
会

」
と

い
う

）

は
、

会
則

第
３

条
第

２
号

に
基

づ
き

、
日

本
Ｅ

Ｓ
Ｄ

学
会

誌
『

Ｅ
Ｓ

Ｄ
研

究
』（

以
下

、「
本

誌
」
と

い
う

。
）

を
発

行
す

る
。

な
お

、
本

誌
の

英
語

表
記

は
、

J
o
u
r
n
a
l
 
o
f
 
E
S
D
 
R
e
s
e
a
r
c
h
と

す
る

。
 

 （
目

的
）

 

第
２

条
 

本
規

程
は

、
本

誌
の

編
集

お
よ

び
発

行
等

に
関

す
る

業
務

を
行

う
た

め
に

、
本

学
会

会
則

第
1
8
条

に

基
づ

き
、
本

誌
編

集
委

員
会
（

以
下

、「
本

委
員

会
」

と
い

う
。
）

の
組

織
お

よ
び

運
営

等
に

必
要

な
事

項

に
つ

い
て

定
め

る
。

 

 （
組

織
）

 

第
３

条
 

本
委

員
会

は
、
編

集
委

員
（

以
下

、「
委

員
」
と

い
う

。
）

若
干

名
を

も
っ

て
組

織
す

る
。

委
員

は
、

正
会

員
の

中
か

ら
編

集
担

当
理

事
の

推
薦

に
よ

り

会
長

が
委

嘱
す

る
。

 

２
．

本
委

員
会

に
委

員
長

を
お

く
。

委
員

長
は

編
集

担

当
理

事
の

う
ち

１
名

が
こ

れ
に

あ
た

る
。

 

３
．

本
委

員
会

に
副

委
員

長
を

お
く

。
副

委
員

長
は

、

委
員

の
中

か
ら

編
集

委
員

長
が

指
名

す
る

。
 

４
．

本
委

員
会

に
編

集
幹

事
（

以
下

、
幹

事
）

を
お

く

こ
と

が
で

き
る

。
幹

事
は

、
会

則
第

1
9
条

に
基

づ
き

評
議

員
会

の
承

認
を

得
て

会
長

が
委

嘱
す

る
。

 

 

（
委

員
会

）
 

第
４

条
 

本
委

員
会

は
委

員
長

が
招

集
し

、
そ

の
議

長
と

な
る

。
 

２
．

本
委

員
会

は
、

各
年

度
２

回
以

上
を

開
催

す
る

も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
急

を
要

す
る

場
合

や
対

面
に

よ
る

会
議

が
困

難
な

場
合

に
は

、
通

信
に

よ
る

会
議

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

３
．

委
員

長
が

必
要

と
認

め
た

場
合

に
は

、
編

集
委

員

以
外

の
者

が
出

席
し

、
意

見
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

４
．
本

委
員

会
は

、
以

下
の

事
項

に
つ

い
て

審
議

す
る

。
 

１
）

本
誌

の
編

集
お

よ
び

発
行

の
方

針
・

内
容

・
計

画
に

関
す

る
こ

と
 

２
）

投
稿

論
文

等
の

受
稿

に
関

す
る

こ
と

 

３
）

査
読

お
よ

び
査

読
者

の
選

定
に

関
す

る
こ

と
 

４
）

投
稿

論
文

等
の

掲
載

の
可

否
に

関
す

る
こ

と
 

５
）

編
集

、
投

稿
お

よ
び

査
読

等
に

関
す

る
規

定
等

の
制

定
や

改
廃

に
関

す
る

こ
と

 

６
）

そ
の

他
、

本
誌

の
編

集
お

よ
び

発
行

等
に

関
し

必
要

な
事

項
。

 

５
．

本
委

員
会

で
の

審
議

内
容

お
よ

び
審

議
結

果
に

つ

い
て

は
、

議
事

録
を

作
成

し
会

長
に

報
告

す
る

。

議
事

録
に

つ
い

て
は

、
会

長
が

必
要

と
認

め
る

場

合
に

は
評

議
員

会
の

承
認

を
得

る
と

と
も

に
、

本

学
会

の
事

務
局

に
保

管
す

る
。

 

６
．

本
委

員
会

の
運

営
に

関
し

て
本

規
程

に
定

め
の

な

い
事

項
に

つ
い

て
は

、
編

集
委

員
会

で
協

議
し

、

必
要

に
応

じ
て

評
議

員
会

の
承

認
を

得
る

。
 

 

（
正

副
委

員
長

・
委

員
・

幹
事

）
 

第
５

条
 

委
員

長
は

、
本

委
員

会
を

代
表

し
、

そ
の

業
務

を
統

括
す

る
。

ま
た

、
任

期
終

了
時

に
お

い
て

は
、

任
期

中
の

活
動

報
告

を
会

長
に

提
出

し
、

次
期

編
集

委
員

長
に

引
き

継
が

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
．

副
委

員
長

は
、

委
員

長
を

補
佐

す
る

。
ま

た
、

委

員
長

に
事

故
あ

る
と

き
は

、
そ

の
職

務
を

代
行

す
る

。
 

３
．

委
員

は
，

編
集

委
員

会
に

参
加

し
、

学
会

誌
の

企

画
・

編
集

・
刊

行
な

ど
に

関
す

る
審

議
や

運
営

管
理

を
担

う
。

 

４
．

幹
事

は
、

編
集

委
員

長
と

協
力

し
て

、
受

稿
論

文

の
管

理
や

業
者

と
の

事
務

連
絡

な
ど

の
編

集
事

務

を
担

う
。

 

 （
委

員
の

任
期

）
 

第
６

条
 

委
員

の
任

期
は

２
年

と
し

、
再

任
を

妨
げ

な
い

。

た
だ

し
、

委
員

は
、

任
期

終
了

後
で

あ
っ

て
も

、
後

任
の

委
員

が
選

任
さ

れ
る

ま
で

は
、

そ
の

任
を

行
う

。
 

２
．
欠

員
に

よ
っ

て
補

充
さ

れ
た

委
員

の
任

期
は

、
前

任

者
の

残
任

期
間

と
す

る
。

 

 （
改

正
）

 

第
７

条
 

本
規

程
の

改
正

は
、

理
事

会
の

議
を

経
て

評
議

員
会

の
承

認
を

必
要

と
す

る
。

 

 附
則

 

１
．

本
規

定
は

、
2
0
1
8
年

7
月

1
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
．

2
0
1
9
年

６
月

５
日

 
改

正
 

日日
本本

ＥＥ
ＳＳ

ＤＤ
学学

会会
誌誌

編編
集集

委委
員員

会会
規規

程程
  

日
本

Ｅ
Ｓ

Ｄ
学

会
誌

編
集

委
員

会
規

程
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日日
本本
ＥＥ
ＳＳ
ＤＤ
学学
会会
誌誌
『『
ＥＥ
ＳＳ
ＤＤ
研研
究究
』』
編編
集集
・・
投投
稿稿
規規
程程

 

 （
趣
旨
）

 

第
１
条

 
日
本
Ｅ
Ｓ
Ｄ
学
会
（
以
下
、「
本
学
会
」
と
い
う
。）
の

学
会
誌
『
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
』（
以
下
「
本
誌
」
と
い
う
。）
は
、
Ｅ

Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
の
研
究
や
実
践
に

関
す
る
成
果
、
課
題
、
情
報
な
ど
の
共
有
の
場
を
提
供
し
、
国

内
外
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
一
層
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
趣
旨

と
す
る
。
 

 （
目
的
）

 

第
２
条

 
本
規
程
は
、「
日
本
Ｅ
Ｓ
Ｄ
学
会
誌
編
集
委
員
会
規
程
」

第
４
条
第
４
項
第
５
号
に
基
づ
き
、
本
誌
の
編
集
お
よ
び
投
稿

に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
。
 

 （
発
行
）

 

第
３
条

 
本
誌
は
毎
年
１
回
、
発
行
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 （
掲
載
原
稿
）

 

第
４
条

 
本
誌
に
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
お
よ
び
本
学
会
に
関
す
る
以
下
の

原
稿
種
別
の
原
稿
を
掲
載
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ

し
、
投
稿
原
稿
な
ど
の
内
容
に
よ
り
、
本
誌
の
構
成
を
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

１
）
原
著
論
文
（
理
論
研
究
・
実
践
研
究
・
政
策
研
究
・
教
材

研
究
な
ど
に
関
し
て
独
創
的
で
、
か
つ
今
後
の
研
究
や
実
践

に
有
用
な
知
見
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
学
術
論
文
）
 

２
）
総
説
論
文
（
特
定
の
分
野
や
テ
ー
マ
に
関
す
る
内
外
の
研

究
・
実
践
・
政
策
な
ど
を
広
く
検
討
し
な
が
ら
、
独
自
の
視

点
か
ら
課
題
や
論
点
を
提
起
し
整
理
し
た
学
術
論
文
）
 

３
）
研
究
ノ
ー
ト
（
上
記
１
）
２
）
に
発
展
す
る
可
能
性
の
あ

る
論
文
で
、
学
術
的
な
研
究
や
調
査
の
成
果
や
課
題
を
中
間

的
に
整
理
検
討
し
た
論
文
）
 

４
）
実
践
ノ
ー
ト
（
上
記
１
）
２
）
に
発
展
す
る
可
能
性
の
あ

る
論
文
で
、
授
業
実
践
や
学
校
で
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
地

域
や
市
民
組
織
な
ど
の
実
践
を
分
析
し
、
客
観
的
に
整
理
検

討
し
た
論
文
）
 

５
）
特
集
論
文
（
本
誌
「
特
集
」
の
た
め
編
集
委
員
会
が
執
筆

依
頼
し
た
論
文
）
 

６
）
報
告
（
会
議
報
告
、
活
動
報
告
、
授
業
報
告
な
ど
）
 

７
）
資
料
（
内
外
の
宣
言
、
勧
告
、
答
申
、
提
言
、
報
告
な
ど
の

紹
介
・
解
説
）

 

８
）
書
評
（
文
献
や
教
材
な
ど
に
対
す
る
第
三
者
に
よ
る
批
評
）
 

９
）
そ
の
他
、
編
集
委
員
会
が
認
め
た
も
の
 

２
．
同
一
執
筆
者
（
共
著
原
稿
の
執
筆
筆
頭
者
を
含
む
）
に
よ
る

原
稿
は
、
各
号
に
つ
き
１
編
の
み
を
掲
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

た
だ
し
、
上
記
の
５
）
か
ら
９
）
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は

な
い
。

 

 （
投
稿
資
格
）

 

第
５
条

 
本
誌
へ
の
投
稿
は
、
事
前
応
募
登
録
の
締
切
日
ま
で

に
、
当
該
年
度
の
会
費
納
入
済
み
の
本
学
会
会
員
に
限
る
。
た

だ
し
、
共
著
原
稿
の
場
合
に
は
、
執
筆
筆
頭
者
以
外
に
こ
の
条

件
に
該
当
し
な
い
者
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
．
本
誌
編
集
委
員
会
（
以
下
「
編
集
委
員
会
」
と
い
う
）
が
原

稿
執
筆
を
依
頼
す
る
場
合
、
そ
の
執
筆
者
は
会
員
・
非
会
員
を

問
わ
な
い
。

 

３
．
団
体
会
員
が
投
稿
す
る
場
合
は
、
投
稿
者
は
そ
の
組
織
団
体

の
常
勤
職
に
あ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
た
だ
し
、
投
稿
原
稿

が
共
著
の
場
合
は
、
執
筆
筆
頭
者
以
外
に
非
常
勤
職
を
含
め
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

 

 （
投
稿
条
件
）

 

第
６
条

 
本
誌
に
投
稿
さ
れ
る
原
稿
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
研
究
や
実
践

に
資
す
る
内
容
を
有
し
、
他
の
刊
行
物
に
未
発
表
の
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
以
下
の
原
稿
等
（
加
筆
修
正
し
た
も
の
を
含

む
）
に
つ
い
て
は
、
初
出
の
明
記
や
著
作
権
の
確
認
を
条
件
に

未
発
表
の
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

１
）
各
種
学
会
が
主
催
す
る
大
会
等
で
の
発
表
要
旨
、
口
頭
発

表
、
配
付
資
料
な
ど
。
 

２
）
政
府
、
地
方
自
治
体
、
研
究
機
関
、
各
種
団
体
等
の
委
託

研
究
調
査
の
報
告
書
等
に
収
録
さ
れ
た
も
の
。

 

  

３
）
そ
の
他
の
講
演
会
、
研
究
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
で
の
発

表
要
旨
や
配
付
資
料
な
ど
。
 

４
）
そ
の
他
、
編
集
委
員
会
が
認
め
た
も
の
。

 

 

（
投
稿
）

 

第
７
条

 
本
誌
に
上
記
の
原
稿
を
投
稿
し
よ
う
と
す
る
者
は
、「
投

稿
事
前
申
込
書
（
書
式
１
）」
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
期
限
ま
で
に
編
集
委
員
会
に
提
出
し
て
、
投
稿
の
事
前
申
込

を
行
う
。
な
お
、
提
出
期
限
ま
で
に
投
稿
の
事
前
申
込
を
行
わ

な
か
っ
た
者
は
投
稿
で
き
な
い
。
 

２
．
投
稿
事
前
申
込
を
受
理
さ
れ
た
投
稿
予
定
者
は
、
本
誌
の
執

筆
要
領
に
従
い
執
筆
し
た
原
稿
（「
執
筆
者
の
所
属
・
氏
名
入
り

の
原
稿
」
と
「
執
筆
者
の
所
属
・
氏
名
を
匿
名
化
し
た
原
稿
」）

お
よ
び
「
投
稿
原
稿
送
付
状
（
書
式
２
）」
を
、
提
出
期
限
ま
で

に
編
集
委
員
会
あ
て
に
送
付
す
る
。
な
お
、
提
出
期
限
ま
で
に

こ
れ
ら
の
書
類
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
投
稿
を
辞
退
し
た

も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
 

３
．
編
集
委
員
会
は
、
投
稿
者
か
ら
の
投
稿
を
受
信
後
、
原
則
と

し
て
３
日
以
内
に
受
信
確
認
の
メ
ー
ル
を
投
稿
者
に
返
信
す

る
。
 

４
．
投
稿
の
事
前
申
込
時
の
原
稿
種
別
お
よ
び
題
目
を
変
更
す
る

場
合
、
提
出
期
限
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
編
集
委
員
会
に
届
け

出
る
。
 

５
．
本
誌
の
執
筆
要
領
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
が
別
に
定
め

る
。
 

 （
採
否
・
査
読
）

 

第
８
条

 
原
稿
の
採
否
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
が
決
定
す

る
。
 

２
．
第
４
条
第
１
項
に
記
載
し
た
１
）
原
著
論
文
、
２
）
総
説
論

文
、
３
）
研
究
ノ
ー
ト
、
４
）
実
践
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
編

集
委
員
会
が
委
嘱
す
る
査
読
委
員
に
よ
る
査
読
結
果
に
基
づ
い

て
採
否
を
決
定
す
る
。
 

３
．
査
読
の
手
続
や
査
読
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め

る
。
 

４
．
そ
の
他
の
原
稿
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
が
閲
読
す
る
。
 

５
．
編
集
委
員
会
は
各
原
稿
の
執
筆
者
に
加
筆
や
修
正
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

 

（
査
読
後
の
再
提
出
・
再
投
稿
）
 

第
９
条

 
査
読
の
結
果
、
投
稿
原
稿
が
「
査
読
規
程
」
第
６
条
に

あ
る
「
Ｂ
（
修
正
採
択
）」
判
定
と
さ
れ
た
投
稿
者
は
、
編
集
委

員
会
か
ら
指
摘
さ
れ
た
修
正
点
等
を
加
筆
し
た
修
正
原
稿
を
所

定
の
期
日
ま
で
に
再
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
そ
の

際
に
は
修
正
箇
所
と
修
正
内
容
を
明
記
し
た
文
書
（
書
式
自

由
）
を
添
付
す
る
。
 

２
．
同
じ
く
「
Ｃ
（
再
査
読
）」
判
定
と
さ
れ
た
投
稿
者
は
、
編
集

委
員
会
か
ら
指
摘
さ
れ
た
修
正
点
等
を
加
筆
し
た
修
正
原
稿
を

所
定
の
期
日
ま
で
に
再
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
そ

の
際
に
は
「
再
投
稿
原
稿
送
付
状
（
書
式
３
）」
お
よ
び
修
正
箇

所
と
修
正
内
容
を
明
記
し
た
文
書
（
書
式
自
由
）
を
添
付
す

る
。

 

３
．
所
定
の
期
日
ま
で
に
修
正
原
稿
が
再
提
出
ま
た
は
再
投
稿
さ

れ
な
い
場
合
、
本
誌
へ
の
投
稿
を
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

る
。

 

 （
提
出
・
連
絡
等
の
方
法
）
 

第
1
0
条
 
投
稿
の
申
込
、
原
稿
の
提
出
、
編
集
委
員
会
と
投
稿
者

間
の
連
絡
等
の
方
法
は
、
原
則
と
し
て
電
子
メ
ー
ル
を
用
い

る
。

 

２
．
投
稿
者
が
電
子
メ
ー
ル
以
外
の
方
法
で
の
提
出
や
連
絡
等
を

希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
編
集
委
員
会
に
申
し
出
る
。
 

３
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
不
具
合
等
、
投
稿
者
の
責
に
帰
せ

ら
れ
な
い
原
因
に
よ
っ
て
原
稿
や
書
類
等
の
提
出
期
限
に
遅
延

が
生
じ
た
場
合
は
、
投
稿
者
の
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
な
対

応
に
編
集
委
員
会
は
努
め
る
。
 

 （
校
正
）

 

第
1
1
条
 
採
用
さ
れ
た
原
稿
の
著
者
校
正
は
再
校
ま
で
と
す
る
。

な
お
、
校
正
時
の
加
筆
は
、
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。
 

 （
経
費
負
担
）

 

第
1
2
条
 
掲
載
原
稿
が
本
誌
「
執
筆
要
領
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る

掲
載
頁
数
を
超
過
し
た
場
合
は
２
頁
を
限
度
に
こ
れ
を
認
め
、

執
筆
者
は
別
表
１
の
通
り
そ
の
経
費
を
負
担
す
る
。
 

２
．
掲
載
原
稿
中
の
図
版
や
図
表
を
印
刷
す
る
際
に
特
別
の
経
費

が
必
要
と
な
る
場
合
、
執
筆
者
は
別
表
１
の
通
り
そ
の
経
費
を

負
担
す
る
。
 

日
本

Ｅ
Ｓ

Ｄ
学

会
誌

『
Ｅ

Ｓ
Ｄ

研
究

』
編

集
・
投

稿
規

程
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   （
原
稿
料
）

 

第
1
3
条
 
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
に
対
す
る
原
稿
料
は
原
則

と
し
て
支
払
わ
れ
な
い
。
 

２
．
編
集
委
員
会
が
執
筆
依
頼
し
た
原
稿
に
対
し
て
は
、
内
規
に

基
づ
い
た
原
稿
料
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

 （
抜
刷
）

 

第
1
4
条
 
投
稿
者
が
掲
載
論
文
等
の
抜
刷
を
希
望
す
る
場
合
は
、

掲
載
決
定
時
に
必
要
部
数
を
編
集
委
員
長
に
申
し
出
る
も
の
と

す
る
。
 

２
．
抜
刷
の
制
作
お
よ
び
送
付
に
か
か
る
経
費
は
、
執
筆
者
の
負

担
と
す
る
。
 

 （
著
作
権
）

 

第
1
5
条
 
本
誌
に
投
稿
さ
れ
る
論
文
等
に
関
す
る
著
作
権
は
、
原

則
と
し
て
本
学
会
に
帰
属
す
る
。
 

２
．
本
誌
に
投
稿
さ
れ
た
論
文
等
が
本
誌
に
不
掲
載
と
決
定
さ
れ

た
場
合
、
本
学
会
は
当
該
論
文
等
の
著
作
権
を
執
筆
者
に
返
還

す
る
。
 

３
．
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
自
己
の
論
文
等
を
執
筆
者
が
外
部
の
刊

行
物
や
電
子
媒
体
等
に
再
録
・
転
載
す
る
場
合
に
は
、
執
筆
者

は
本
学
会
に
事
前
に
申
し
出
る
と
と
も
に
、
出
典
が
本
誌
で
あ

る
こ
と
を
明
記
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
は
、
本
学
会
へ
の
申
し
出
は
不
要
と
す
る
。
 

１
）
個
人
ま
た
は
所
属
団
体
等
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
公
開
す

る
場
合
。
 

２
）
研
究
ノ
ー
ト
や
報
告
な
ど
研
究
途
中
の
成
果
物
を
加
筆
修

正
し
て
学
術
論
文
と
し
て
他
の
学
会
等
へ
投
稿
す
る
場
合
。
 

３
）
著
作
権
法
で
認
め
ら
れ
て
い
る
範
囲
で
の
個
人
利
用
や
教

育
目
的
で
利
用
す
る
場
合
。
 

４
）
所
属
団
体
あ
る
い
は
研
究
助
成
金
等
の
提
供
者
へ
の
義
務

と
し
て
報
告
す
る
場
合
。
 

４
．
そ
の
他
、
本
誌
に
投
稿
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
の
扱
い
に

つ
い
て
は
、
本
学
会
と
執
筆
者
と
の
間
で
協
議
す
る
。
そ
の

際
、
執
筆
者
の
不
利
益
と
な
ら
な
い
よ
う
に
本
学
会
は
可
能
な

限
り
の
配
慮
に
努
め
る
。
 

 （
投
稿
倫
理
）

 

第
1
6
条
 
本
誌
へ
の
投
稿
に
際
し
て
は
、
次
の
各
号
の
投
稿
倫
理

を
遵
守
す
る
。
 

①
投
稿
す
る
論
文
等
は
、
他
の
学
会
誌
や
学
術
雑
誌
等
で
す
で

に
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
投
稿

す
る
論
文
等
は
、
他
の
学
会
誌
や
学
術
雑
誌
等
に
二
重
あ
る

い
は
多
重
に
投
稿
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

②
投
稿
す
る
論
文
等
の
中
で
、
他
の
著
作
物
か
ら
引
用
す
る
場

合
は
、
出
典
を
明
記
す
る
な
ど
剽
窃
と
な
ら
な
い
よ
う
に
留

意
す
る
。
 

③
投
稿
す
る
論
文
等
の
中
で
使
用
す
る
デ
ー
タ
の
捏
造
や
改
ざ

ん
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
 

④
投
稿
す
る
論
文
等
の
中
で
扱
う
個
人
や
法
人
の
権
利
や
情
報

は
適
切
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
．
前
項
の
各
号
に
反
す
る
疑
い
が
生
じ
た
場
合
は
、
編
集
委
員

会
は
投
稿
中
の
論
文
の
査
読
や
閲
読
を
中
止
し
て
、
そ
の
後
の

対
応
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
す
で
に
掲
載
済
み
の
論
文
に
つ
い

て
は
掲
載
を
取
り
消
す
な
ど
の
措
置
を
検
討
す
る
。
 

 （
改
正
）

 

第
1
7
条
 
本
規
程
は
編
集
委
員
会
が
改
正
す
る
。
た
だ
し
、
改
正

に
あ
た
っ
て
、
編
集
委
員
長
は
理
事
会
に
意
見
を
求
め
る
も
の

と
す
る
。

 

 別
表
１
：
学
会
誌
の
経
費
負
担
額
（
第

1
2
条
関
連
）
 

超
過
頁
の
負
担
額
 

１
頁
あ
た
り

5
,0
00
円

と
す
る
。

 

特
別
な
図
版
や
図
表
の
製
作
・

印
刷
等
の
経
費
 

実
費
負
担
と
す
る
。
 

  附
則
 

１
．
本
規
程
は
、
2
0
18
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

２
．
2
0
19
年
７
月

15
日
 
改
正
 

３
．
2
0
20
年
８
月
３
日
 
改
正
 

４
．
2
0
24
年

10
月
２
日
 
改
正
 

 

（
趣

旨
）

 

第
１

条
 

日
本

Ｅ
Ｓ

Ｄ
学

会
（

以
下

、「
本

学
会

」
と

い
う

。
）

は
、

学
会

誌
『

Ｅ
Ｓ

Ｄ
研

究
』
（

以
下

、
「

本
誌

」
と

い
う

。
）
の

学
術

的
水

準
を

維
持

す
る

た
め

に
査

読
制

度
を

設
け

る
。

 

 （
目

的
）

 

第
２

条
 

本
規

程
は

、
本

学
会

「
学

会
誌

編
集

委
員

会
規

程
」

第
４

条
第

４
項

第
３

号
お

よ
び

第
５

号
に

基
づ

き
、
本

誌
の

査
読

に
必

要
な

事
項

に
つ

い
て

定
め

る
。
 

 （
査

読
対

象
）

 

第
３

条
 

本
誌

に
投

稿
さ

れ
た

次
の

原
稿

を
査

読
の

対
象

と
す

る
。

 

１
）

原
著

論
文

 

２
）

総
説

論
文

 

３
）

研
究

ノ
ー

ト
 

４
）

実
践

ノ
ー

ト
 

５
）
そ

の
他

、
編

集
委

員
会

が
査

読
を

必
要

と
し

た
原

稿
 

 

（
担

当
編

集
委

員
・

査
読

委
員

）
 

第
４

条
 

編
集

委
員

長
は

、
本

誌
編

集
委

員
会

の
議

を
経

て
、

査
読

対
象

と
な

る
原

稿
１

編
に

つ
き

査
読

委
員

３
名

を
選

任
し

て
査

読
を

依
頼

す
る

。
な

お
、

査
読

委
員

の
選

任
は

、
投

稿
者

が
所

属
す

る
大

学
や

組
織

団
体

、
ま

た
は

同
一

の
研

究
グ

ル
ー

プ
等

の
関

係
者

以
外

か
ら

選
任

す
る

。
 

２
．
執

筆
者

ま
た

は
共

同
執

筆
者

が
編

集
委

員
長

自
身

で
あ

る
場

合
、
副

編
集

委
員

長
が

そ
の

査
読

委
員

を

選
任

す
る

。
 

３
．

査
読

委
員

の
う

ち
1
名

は
、

編
集

委
員

が
兼

ね
査

読
結

果
の

取
り

ま
と

め
を

行
う

。
 

４
．
査

読
委

員
の

氏
名

は
編

集
委

員
以

外
に

は
公

表
さ

れ
な

い
。

 

 

（
査

読
項

目
）

 

第
５

条
 

査
読

委
員

は
、

以
下

の
項

目
を

参
照

し
て

投
稿

原
稿

の
評

価
お

よ
び

判
定

を
行

う
。

 

１
）

原
稿

の
内

容
に

つ
い

て
 

①
Ｅ

Ｓ
Ｄ

に
関

す
る

今
後

の
学

術
研

究
や

教

育
実

践
に

貢
献

す
る

内
容

か
。

 

②
主

題
や

仮
説

が
適

切
に

設
定

さ
れ

、
論

旨
は

明
確

に
展

開
さ

れ
て

い
る

か
。

 

③
論

点
や

事
実

関
係

な
ど

が
正

確
に

記
述

さ

れ
、
根

拠
や

デ
ー

タ
が

提
示

さ
れ

て
い

る
か

。
 

④
先

行
研

究
が

適
切

に
分

析
さ

れ
て

い
る

か
。
 

⑤
説

得
力

の
あ

る
妥

当
な

結
論

が
導

か
れ

て

い
る

か
。

 

２
）

文
章

表
現

・
論

文
構

成
な

ど
に

つ
い

て
 

①
表

題
（

主
題

や
副

題
）
や

要
旨

は
本

文
の

内

容
を

適
切

に
反

映
し

て
い

る
か

。
 

②
文

章
表

現
は

明
瞭

で
読

み
や

す
い

か
。

 

③
章

立
て

や
節

の
立

て
方

な
ど

の
全

体
の

構

成
は

適
切

か
。

 

④
図

版
や

図
表

は
適

切
に

作
成

さ
れ

て
い

る

か
。

 

⑤
注

釈
や

参
考

文
献

は
適

切
に

記
述

さ
れ

て

い
る

か
。

 

⑥
執

筆
要

領
が

遵
守

さ
れ

て
い

る
か

。
 

 （
判

定
）

 

第
６

条
 

査
読

委
員

は
、

前
条

の
項

目
を

総
合

的
に

評
価

し
て

、
次

の
４

段
階

で
採

否
を

判
定

す
る

。
 

Ａ
：

採
択
（

こ
の

ま
ま

本
誌

へ
の

掲
載

が
可

能
な

場
合

。
微

細
な

修
正

の
み

必
要

な
場

合
も

含

む
。
）

 

Ｂ
：

修
正

採
択
（

査
読

結
果

で
指

摘
さ

れ
た

箇
所

の
修

正
を

条
件

に
原

則
と

し
て

採
択

す
る

場

合
。

再
査

読
は

省
略

可
。
）

 

Ｃ
：

再
査

読
（

内
容

や
構

成
の

大
幅

な
修

正
や

、

参
考

文
献

の
追

加
な

ど
が

求
め

ら
れ

る
が

、
再

査
読

の
対

象
と

な
り

得
る

と
判

断
さ

れ
る

場

合
。
）

 

Ｄ
：

不
採

択
（

本
誌

掲
載

の
基

準
を

満
た

し
て

い

な
い

と
判

断
さ

れ
る

場
合

。
）

 

２
．

査
読

委
員

は
、

査
読

結
果

に
つ

い
て

「
査

読
結

果

報
告

書
（

書
式

１
）
」

に
記

入
の

上
、

担
当

編
集

委

員
に

所
定

の
期

日
ま

で
に

提
出

す
る

。
な

お
、

上
記

の
Ｂ

、
Ｃ

お
よ

び
Ｄ

と
判

定
さ

れ
た

原
稿

に
つ

い
て

は
、
そ

の
根

拠
や

修
正

箇
所

を
明

示
し

た
コ

メ
ン

ト

を
付

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

日日
本本

ＥＥ
ＳＳ
ＤＤ
学学

会会
誌誌

『『
ＥＥ
ＳＳ
ＤＤ
研研

究究
』』
査査

読読
規規

程程
  

日
本

Ｅ
Ｓ

Ｄ
学

会
誌

『
Ｅ

Ｓ
Ｄ

研
究

』
査

読
規

程
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３
．

担
当

編
集

委
員

は
査

読
結

果
を

取
り

ま
と

め
、

所

定
の

期
日

ま
で

に
正

副
編

集
委

員
長

に
報

告
す

る
 

４
．

編
集

委
員

長
は

編
集

委
員

会
の

合
議

を
経

て
、

査

読
結

果
お

よ
び

査
読

コ
メ

ン
ト

を
投

稿
者

に
通

知

す
る

。
 

 

（
修

正
確

認
・

再
査

読
）

 

第
７

条
 

Ｂ
判

定
を

受
け

、
所

定
の

期
日

ま
で

に
再

提
出

さ
れ

た
原

稿
に

つ
い

て
、

編
集

委
員

長
は

担
当

編
集

委
員

に
修

正
確

認
を

依
頼

す
る

。
 

２
．

Ｃ
判

定
を

受
け

、
所

定
の

期
日

ま
で

に
再

投
稿

さ

れ
た

原
稿

に
つ

い
て

、
編

集
委

員
長

は
担

当
編

集
委

員
に

再
査

読
を

依
頼

す
る

。
 

３
．

担
当

編
集

委
員

は
「

再
査

読
等

結
果

報
告

書
（

書

式
２

）
」

に
記

入
の

上
、

所
定

の
期

日
ま

で
に

正
副

編
集

委
員

長
に

修
正

確
認

お
よ

び
再

査
読

の
結

果

を
報

告
す

る
。

 

４
．

担
当

編
集

委
員

は
、

修
正

確
認

お
よ

び
再

査
読

の

際
に

、
必

要
に

応
じ

て
正

副
編

集
委

員
長

ま
た

は
査

読
委

員
と

協
議

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

５
．

再
査

読
で

の
判

定
は

、
第

６
条

第
１

項
で

規
定

さ

れ
た
「

Ａ
」
、「

Ｂ
」
ま

た
は

｢
Ｄ

｣
の

３
段

階
で

行
う

。
 

 （
採

否
）

 

第
８

条
 

編
集

委
員

会
は

、
査

読
、

修
正

確
認

お
よ

び
再

査
読

の
結

果
を

十
分

に
検

討
し

た
上

で
、

投
稿

原
稿

の
採

否
を

最
終

決
定

し
、

そ
の

結
果

を
す

み
や

か
に

投
稿

者
に

通
知

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
．

Ｂ
判

定
の

原
稿

に
つ

い
て

は
、

原
稿

の
修

正
が

適

切
に

な
さ

れ
た

こ
と

を
担

当
編

集
委

員
が

確
認

し

た
上

で
、
編

集
委

員
会

が
原

稿
の

採
択

を
決

定
す

る
。
 

３
．

査
読

委
員

ま
た

は
他

の
編

集
委

員
よ

り
、

査
読

対

象
原

稿
に

倫
理

規
程

違
反

の
疑

義
が

指
摘

さ
れ

た

場
合

、
編

集
委

員
会

は
当

該
原

稿
の

査
読

作
業

を
停

止
し

て
、

そ
の

後
の

対
処

を
検

討
す

る
。

倫
理

規
程

に
抵

触
す

る
と

判
断

さ
れ

た
場

合
に

は
、
当

該
原

稿

は
不

採
択

と
す

る
。

 

 （
改

正
）

 

第
９

条
 

本
規

定
は

編
集

委
員

会
が

改
正

す
る

。
た

だ
し

、

改
正

に
あ

た
っ

て
、

編
集

委
員

長
は

理
事

会
に

意
見

を
求

め
る

も
の

と
す

る
。

 

   

附
則

  

１
．
本

規
程

は
、
2
0
1
7
年

1
2
月

７
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
．

2
0
1
9
年

７
月

1
5
日

 
改

正
 

  

日日
本本
ＥＥ
ＳＳ
ＤＤ
学学
会会
誌誌
『『
ＥＥ
ＳＳ
ＤＤ
研研
究究
』』
執執
筆筆
要要
領領

 

 （
原
稿
作
成
）
 

１
．
投
稿
原
稿
は
、
文
書
作
成
ソ
フ
ト
の

W
or
d®

（
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
社
）
で
作
成
し
、
フ
ァ
イ
ル
形
式
.
d
oc

ま
た
は
.
do
cx

で

編
集
委
員
会
に
提
出
す
る
。
用
紙
の
判
型
は
Ａ
４
判
と
し
、
縦

置
き
横
書
き
で
、
１
頁
あ
た
り
全
角

2
2
字
×
40

行
×
２
段

（
＝
1
,
76
0
字
）
と
す
る
。
頁
番
号
は
下
部
中
央
に
記
載
す

る
。
英
文
原
稿
も
同
様
と
す
る
。
 

２
．
原
稿
を
作
成
す
る
際
の
使
用
言
語
は
、
日
本
語
ま
た
は
英
語

と
す
る
。
な
お
、
以
下
で
は
、
和
文
原
稿
の
執
筆
要
領
を
記

し
、
英
文
原
稿
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、「

5
0
.
」
か
ら
「
51
.
」
ま

で
を
参
照
の
こ
と
。
 

３
．
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
執
筆
者
名
に
よ
る
論
文
等
は
、
原

則
と
し
て
編
集
委
員
会
に
提
出
す
る
前
に
日
本
語
母
語
者
に
よ

る
校
閲
を
受
け
る
こ
と
と
す
る
。
 

 （
文
字
数
）
 

４
．
各
投
稿
原
稿
の
文
字
数
は
（
改
行
時
の
空
白
ス
ペ
ー
ス
や
空

白
行
を
含
む
）
は
、
題
目
・
執
筆
者
名
・
図
表
・
注
釈
・
引
用

文
献
一
覧
な
ど
を
す
べ
て
含
め
て
、
原
則
と
し
て
以
下
の
通
り

と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
の
文
字
数
は
以
下
に
記
す
数
字

よ
り
も
実
際
は
少
な
く
な
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。
 

①
「
原
著
論
文
」
お
よ
び
「
総
説
論
文
」
は
､
10

頁
（
17
,6
00

字
）
以
内
と
す
る
。
 

②
「
研
究
ノ
ー
ト
」
お
よ
び
「
実
践
ノ
ー
ト
」
は
、
８
頁

（
1
4
,0

80
字
）
以
内
と
す
る
。
 

③
「
報
告
」
お
よ
び
「
資
料
」
は
、
６
頁
（
1
0
,5

60
字
）
以
内

と
す
る
。
 

④
「
特
集
論
文
」
な
ど
編
集
委
員
会
か
ら
の
依
頼
原
稿
に
つ
い

て
は
、
そ
の
依
頼
条
件
に
従
う
も
の
と
す
る
。
 

⑤
「
書
評
」
は
、
書
名
・
執
筆
者
名
・
表
紙
画
像
を
除
い
て

2
2

字
×
6
1
行
（
1
,3
42

字
）
以
内
と
す
る
。
 

５
．
図
表
の
文
字
数
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
①
１
頁
相
当
は

1
,
76
0
字
、
②
1/
2
頁
相
当
は

88
0
字
、
③
1
/4

頁
相
当
は

44
0

字
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
換
算
す
る
。
 

 

（
原
稿
冒
頭
部
分
）
 

６
．「

原
著
論
文
」「

総
説
論
文

」「
研
究
ノ
ー
ト
」「

実
践
ノ
ー

ト
」
お
よ
び
「
特
集
論
文
」
の
原
稿
冒
頭
部
分
に
は
、
投
稿
原

稿
の
種
別
、
日
本
語
と
英
語
で
題
目
（
主
題
・
副
題
）、

執
筆
者

名
、
所
属
先
名
、
を
１
段
組
で
表
記
す
る
。
 

７
．「

報
告
」
お
よ
び
「
資
料
」
の

原
稿
冒
頭
部
分
に
は
、
投
稿
原

稿
の
種
別
と
し
て
「
そ
の
他
」
を
記
載
し
、
題
目
、
執
筆
者
名

お
よ
び
所
属
先
名
を
日
本
語
か
つ
１
段
組
で
表
記
す
る
。
 

８
．
原
稿
冒
頭
部
分
の
文
字
サ
イ
ズ
、
書
体
は
以
下
の
と
お
り
と

す
る
。
 

①
 
１
行
目
に
投
稿
原
稿
の
種
別
を
記
載
す
る
（
左
寄
せ
、

1
0
.5

pt
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
（
太
字
））
。
 

②
 
①
の
下
に
空
白
行
を
設
け
、
そ
の
次
の
行
に
論
文
等
の
題

目
（
主
題
）
を
記
載
す
る
（
中
央
揃
え
、
1
4
pt
、
ゴ
シ
ッ
ク
体

（
太
字
））
。

 

③
 
②
の
下
に
続
け
て
、
論
文
等
の
題
目
（
副
題
）
を
記
載
す

る
（
中
央
揃
え
、
1
2
pt
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
（
太
字
））
。

 

④
 
③
の
下
に
空
白
行
を
設
け
、
執
筆
者
氏
名
を
記
載
す
る

（
中
央
揃
え
、
1
2
pt
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
（
太
字
））
。
な
お
、
姓
と

名
の
間
は
全
角
１
字
分
を
空
白
と
す
る
。
執
筆
者
が
複
数
名
い

る
場
合
に
は
、
日
本
語
の
氏
名
や
所
属
先
名
の
間
を
「
中
黒

（
・
）」

で
つ
な
ぎ
、
氏
名
の
右
肩

に
「
ア
ス
タ
リ
ス
ク
（

＊
、

＊
＊
）」

を
付
す
。
た
だ
し
、
執
筆
者
が
４
名
以
上
の
場
合
は
肩

番
号
を
「
小
文
字
の
ロ
ー
マ
数
字
（

ⅰ
、

ⅱ
、
…
）」

で
付
す
。
 

⑤
 
④
の
下
に
続
け
て
、
所
属
先
名
を
記
載
す
る
（
1
0
.5

pt
、

ゴ
シ
ッ
ク
体
）。

③
と
対
応
す
る
よ

う
に
、
右
肩
に
「

＊
、

＊
＊
」

ま
た
は
「

ⅰ
、

ⅱ
、
…
」
を
付
す
。
 

⑥
 
⑤
の
下
に
空
白
行
を
設
け
、
英
語
の
題
目
（
主
題
・
副

題
）
を
記
載
す
る
（
中
央
揃
え
、
1
0
.
5p
t
、
明
朝
体
）。

主
題

と
副
題
は
「
：
」
で
つ
な
ぐ
。
 

⑦
 
⑥
の
下
に
空
白
行
を
設
け
、
英
語
の
執
筆
者
名
と
所
属
先

を
記
載
す
る
。（

中
央
揃
え
、
1
0
.
5p
t
、
明
朝
体
）。

執
筆
者
が

複
数
名
い
る
場
合
は
、
執
筆
者
ご
と
に
改
行
す
る
。
な
お
、
執

筆
者
名
と
所
属
先
名
は
「
，」

で
つ

な
ぐ
。
 

日
本

Ｅ
Ｓ

Ｄ
学

会
誌

『
Ｅ

Ｓ
Ｄ

研
究

』
執

筆
要

領
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⑧
 
⑦
の
下
に
、
空
白
行
を
設
け
、
本
文
を
記
載
す
る
。
本
文

は
、
１
．
の
通
り
２
段
で
記
載
す
る
。
 

９
．
原
稿
冒
頭
部
分
の
書
式
に
つ
い
て
は
「
別
紙
１
」
の
雛
形
を

参
照
さ
れ
た
い
。
 

 （
査
読
用
原
稿
の
作
成
）
 

1
0
．
査
読
対
象
と
な
る
「
原
著
論
文
」「

総
説
論
文
」「

研
究
ノ
ー

ト
」
お
よ
び
「
実
践
ノ
ー
ト
」
を
投
稿
す
る
場
合
は
、
執
筆
者

名
や
所
属
先
名
を
伏
せ
字
と
し
た
査
読
用
の
原
稿
を
別
途
作
成

し
、
そ
れ
ら
が
明
記
さ
れ
た
原
稿
と
は
別
フ
ァ
イ
ル
に
し
て
提

出
す
る
。
 

 （
文
字
表
記
）
 

1
1
．
文
体
は
「
で
あ
る
調
」
と
し
、
文
字
の
表
記
は
「
常
用
漢

字
」
お
よ
び
「
現
代
仮
名
遣
い
」
を
原
則
と
す
る
。
 

1
2
．
本
文
（
注
釈
、
図
表
、
引
用
文
献
一
覧
を
除
く
）
の
文
字
サ

イ
ズ
は

1
0.

5p
t
、
書
体
は
明
朝
体
と
す
る
。
 

1
3
．
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
使
用
す
る
場
合
、
１
桁
数
字
は
全
角
文

字
、
２
桁
以
上
は
半
角
文
字
と
す
る
。
た
だ
し
、
英
文
表
記
に

お
け
る
英
数
字
は
、
半
角
文
字
を
使
用
す
る
。
 

例
）「

図
１
」「

第
３
回

」「
1
2
本
」「

3
65

日
」「

４
月

18
日
」

「
午
前
８
時

3
0
分
」
 

1
4
．
年
号
は
西
暦
表
記
を
基
本
と
す
る
。
和
暦
を
併
記
す
る
場
合

は
「
2
0
17

（
平
成

2
9
）
年
」
の
よ
う
に
表
記
す
る
。
た
だ
し
、

必
要
に
応
じ
て
「
昭
和

2
0
年
代
」
な
ど
の
和
暦
表
記
も
可
と
す

る
。
 

1
5
．
大
き
な
数
量
を
表
す
数
字
の
表
記
は
、
単
位
語
（
兆
、
億
、

万
）
を
付
け
る
。
こ
の
場
合
、
桁
区
切
り
記
号
の
半
角
コ
ン
マ

（
,
）
は
付
け
な
い
。
 

例
）
１
億

2
70

9
万
人
、
5
24

兆
3
97

2
億
円
 

1
6
．
接
続
詞
や
副
詞
な
ど
の
表
記
が
ゆ
れ
や
す
い
言
葉
に
つ
い
て

は
、
表
記
を
ど
ち
ら
か
に
統
一
す
る
。
 

例
）「

ま
た
は
／
又
は
」「

し
た
が

っ
て
／
従
っ
て
」「

お
よ
び

／
及
び
」「

な
ら
び
に
／
並
び
に
」
「
と
く
に
／
特
に
」「

け

っ
し
て
／
決
し
て
」「

す
べ
て
／
全

て
」「

ま
っ
た
く
／
全

く
」
 

1
7
．
学
術
用
語
は
文
部
科
学
省
の
学
術
用
語
集
や
オ
ン
ラ
イ
ン
の

J
-
GL
OB
AL

（「
科
学
技
術
用
語
」
で
検
索
）
を
参
考
と
す
る
。
 

1
8
．
外
国
語
の
頭
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
略
語
（
頭
字
語
、

a
c
ro

ny
m
）
に
つ
い
て
は
、
初
出
で
日
本
語
の
訳
語
を
併
記
す
る

か
、
ま
た
は
「（

以
下
、「

◯
◯
」

と
い
う
。）
」
と
表
記
す
る
。

な
お
、
頭
字
語
は
原
稿
段
階
で
は
全
角
文
字
で
表
記
す
る
。
 

例
）
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
 

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
以
下
、「

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
い

う
。）

 

国
際
連
合
（
以
下
、「

Ｕ
Ｎ
」
と
い

う
。）

 

1
9
．
本
文
中
に
、
英
語
以
外
の
外
国
語
を
表
記
す
る
場
合
は
、
原

語
表
記
に
加
え
て
日
本
語
訳
ま
た
は
英
語
訳
を
丸
括
弧
内
に
付

記
す
る
な
ど
、
執
筆
者
の
責
任
に
お
い
て
、
適
切
に
表
記
す

る
。
 

 （
句
読
法
）
 

2
0
．
句
点
は
「
マ
ル
（
。）
」、

読
点

は
「
テ
ン
（
、）
」
を
使
用
す

る
。
な
お
、
句
読
点
の
ほ
か
、
記
号
や
括
弧
な
ど
は
全
角
１
文

字
と
し
て
扱
う
。
 

2
1
．「

丸
括
弧
（
 
）」

は
、
英
語
で
記
す
場
合
（
引
用
文
献
一
覧
内

の
書
誌
情
報
も
含
む
）
や
数
式
を
記
す
場
合
は
半
角
、
日
本
語

で
記
し
て
い
る
時
は
全
角
を
用
い
る
。
 

 （
見
出
し
・
見
出
し
番
号
）
 

2
2
．
章
見
出
し
の
上
下
と
節
見
出
し
の
上
の
行
は
空
白
行
と
す

る
。
項
見
出
し
の
上
下
に
は
空
白
行
を
設
け
な
い
。
 

2
3
．
章
・
節
・
項
な
ど
の
見
出
し
番
号
は
、
次
の
通
り
表
記
す

る
。
な
お
、
見
出
し
番
号
に
続
く
最
初
の
文
字
と
の
間
は
全
角

１
字
分
を
空
白
と
す
る
。
 

①
「
章
」：

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
･
･
･
（「

第
◯
章
」
と
は
表
記
し
な

い
。
以
下
同
様
。
)
 

②
「
節
」：

１
・
２
・
３
･
･
･ 

③
「
項
」：

１
）・

２
）・

３
）
･
･
･ 

2
4
. 

見
出
し
の
文
字
サ
イ
ズ
は
い
ず
れ
も

1
0.

5p
t
と
し
、
書
体

は
い
ず
れ
も
、
日
本
語
・
英
語
に
関
わ
ら
ず
ゴ
シ
ッ
ク
体
（
太

字
）
と
す
る
。
 

2
5
．
章
・
節
・
項
な
ど
の
見
出
し
の
副
題
は
「
コ
ロ
ン
（
：
）」

で

つ
な
げ
る
。
 

2
6
．
本
文
中
で
箇
条
書
き
を
行
う
際
に
は
、
丸
数
字
の
①
・
②
・

③
･
･
･
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

  （
図
表
・
図
表
番
号
）
 

2
7
．「

図
」
と
は
、
絵
・
イ
ラ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
ト
な
ど
を
指
す
。
写

真
や
グ
ラ
フ
も
「
図
」
と
し
て
扱
う
。「

表
」
と
は
、
文
字
・
数

字
・
罫
線
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
も
の
を
指
す
。
 

2
8
．
図
表
に
は
、「

図
１
」「

図
２
」
、
ま
た
は
「
表
１
」「

表
２
」

の
よ
う
に
通
し
番
号
を
付
記
す
る
。
 

2
9
．
図
表
番
号
に
続
け
て
、
そ
の
内
容
を
簡
潔
に
表
し
た
図
題
お

よ
び
表
題
を
、
中
央
揃
え
で
表
記
す
る
。
 

3
0
．
図
番
号
と
図
題
は
図
の
下
端
に
、
表
番
号
と
表
題
は
表
の
上

端
に
表
記
し
、
文
字
サ
イ
ズ
は
、
最
大
で

1
0.

5p
t
、
最
小
で
９

p
t
、
書
体
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
と
す
る
。
 

3
1
．
図
表
の
下
端
に
は
、
出
典
を
図
表
番
号
等
と
同
じ
サ
イ
ズ
、

書
体
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
、
中
央
揃
え
で
表
記
す
る
。
 

3
2
．
図
表
を
貼
付
す
る
場
合
、
特
に
画
像
の
場
合
は
解
像
度
を
落

と
し
た
も
の
を
貼
り
付
け
、
解
像
度
の
高
い
原
図
画
は
投
稿
採

択
後
ま
で
保
存
し
て
お
く
。
 

3
3
．
図
表
を
挿
入
す
る
場
合
に
は
、
本
文
の
中
で
そ
れ
を
説
明

し
、
図
表
だ
け
が
独
立
し
て
表
示
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

す
る
。
 

3
4
．
本
誌
『
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
』
は
モ
ノ
ク
ロ
（
白
黒
）
で
印
刷
さ
れ

る
た
め
、
彩
色
さ
れ
た
図
表
や
カ
ラ
ー
画
像
を
挿
入
す
る
場
合

は
留
意
さ
れ
た
い
。
 

3
5
．
特
に
、
グ
ラ
フ
を
作
図
す
る
際
に
は
、
色
を
使
い
分
け
ず
、

折
れ
線
グ
ラ
フ
の
場
合
は
破
線
や
点
線
を
、
円
グ
ラ
フ
や
棒
グ

ラ
フ
の
場
合
は
、
グ
レ
ー
ス
ケ
ー
ル
（
白
黒
の
濃
淡
）
を
使
用

す
る
な
ど
工
夫
す
る
。
ま
た
、
グ
ラ
フ
の
縦
軸
・
横
軸
の
ラ
ベ

ル
や
数
値
の
単
位
な
ど
、
必
要
な
情
報
を
明
記
す
る
。
 

 （
注
釈
・
後
注
）
 

3
6
．
注
釈
は
本
文
の
該
当
箇
所
に
、

１
）
・

２
）
・

３
）
･･
･
の
よ
う
に
肩

番
号
を
付
し
、
本
文
の
直
後
に
後
注
と
し
て
番
号
順
に
記
す
。

な
お
、
肩
番
号
は
、
た
と
え
ば
全
角
の
「
１
）」

を
W
o
rd

の

「
上
付
き
文
字
」
機
能
を
使
っ
て
変
換
す
る
。
 

3
7
．
後
注
は
、
本
文
の
後
、
空
白
行
一
行
を
設
け
、
次
の
行
に
見

出
し
（
＜
注
＞
）
を
示
し
て
か
ら
記
載
す
る
。
 

3
8
．
後
注
の
文
字
サ
イ
ズ
は
９
pt
、
書
体
は
明
朝
体
と
す
る
。
見

出
し
（
＜
注
＞
）
は

1
0.

5p
t
、
書
体
は
明
朝
体
と
す
る
。
 

3
9
．
注
釈
・
後
注
は
、
引
用
・
参
照
し
た
資
料
・
文
献
の
書
誌
情

報
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
本
文
の
内
容
を
補
足
す
る
も
の
に

限
定
す
る
。
 

 （
本
文
中
で
の
出
典
表
記
）
 

4
0
．
本
文
中
に
引
用
し
た
資
料
、
文
献
、
図
表
等
の
出
典
は
、
文

中
あ
る
い
は
図
表
に
丸
括
弧
を
用
い
た
括
弧
式
で
、
著
者
ま
た

は
編
者
等
（
以
下
、「

著
者
等
」
と

い
う
。）

の
姓
と
発
行
年
、

さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
頁
数
を
表
記
す
る
。
な
お
、
発
行
年
と

頁
数
の
間
は
「
コ
ロ
ン
（
：
）」

で
区
切
る
。
 

例
）
阿
部
（
2
0
09

）
は
「
・
・
・
」
と
述
べ
て
い
る
。
他

方
、・

・
・
に
つ
い
て
は
、「

・
・

・
」（

手
島
、
2
0
1
7
：

2
8
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 

4
1
．
引
用
文
献
が
複
数
あ
る
場
合
に
は
、
括
弧
内
を
「
セ
ミ
コ
ロ

ン
（
；
）」

で
区
切
っ
て
併
記
す
る

。
 

例
）（

中
澤
、
2
0
1
8
；
阿
部
、
2
01

8）
 

4
2
．
著
者
等
が
複
数
名
い
る
文
献
の
場
合
は
、
次
の
よ
う
に
表
記

す
る
。
 

１
）
日
本
語
文
献
の
場
合
：
 

①
著
者
等
が
２
名
の
と
き
は
、
つ
ね
に
「
中
黒
（
・
）」

で
区

切
っ
て
両
名
の
姓
を
連
記
す
る
。
 

例
）（

佐
藤
・
阿
部
、
2
0
1
2
）
 

②
著
者
等
が
３
名
か
ら
５
名
ま
で
の
と
き
は
、
初
出
で
全
員
を

「
中
黒
（
・
）」

で
区
切
っ
て
連
記

す
る
。
２
回
目
以
降
の
引

用
で
は
筆
頭
著
者
等
の
あ
と
に
「
ほ
か
」
を
付
記
す
る
。
な

お
、
３
回
目
以
降
で
は
発
行
年
を
省
略
す
る
。
 

例
）
初
出
：（

田
中
・
三
宅
・
湯
本

、
2
0
16

）
 

２
回
目
：（

田
中
ほ
か
、
2
0
1
6
）
 

３
回
目
：（

田
中
ほ
か
）

 

③
著
者
等
が
６
名
以
上
の
と
き
は
、
初
出
で
筆
頭
著
者
の
み
を

記
載
し
、
そ
の
後
に
「
ほ
か
」
を
付
記
す
る
。
 

２
）
英
語
文
献
の
場
合
：
 

①
著
者
等
が
２
名
の
と
き
は
、
常
に
「
&
」
で
つ
な
ぐ
。
 

例
）（

F
i
s
he

r 
& 

Hi
ck

s,
 1

98
5
）
 

②
著
者
等
が
３
名
か
ら
５
名
ま
で
の
と
き
は
、
初
出
で
全
員
の

姓
を
次
の
よ
う
に
「
半
角
の
カ
ン
マ
（
,
）」

と
「
&
」
で
区
切

っ
て
連
記
す
る
。
 

例
）（

M
e
a
do

ws
, 

Me
ad

ow
s,

 R
an

de
r
s 

& 
Be

hr
en

s,
19

72
）
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③
６
名
以
上
の
と
き
は
、
筆
頭
著
者
の
み
を
記
載
し
、
そ
の
後

に
“
e
t
 a
l.

”
を
付
記
す
る
。
 

4
3
．
同
年
に
出
版
さ
れ
た
同
一
著
者
の
文
献
が
複
数
あ
る
場
合
に

は
、
出
版
年
の
後
に
「
小
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
（
a
、
b
、

c
･
･･

）」
を
付
し
て
区
別
す
る
。
 

例
）（

鈴
木
、
2
0
1
8a

；
20
18
b
；
2
01

8
c
）
 

4
4
．
邦
訳
書
か
ら
引
用
す
る
場
合
、
そ
の
出
版
年
が
原
著
の
出
版

年
と
異
な
る
場
合
は
、
原
著
出
版
年
と
邦
訳
書
出
版
年
を

「
＝
」
で
つ
な
げ
て
表
記
す
る
。
 

例
）（

フ
レ
イ
レ
、
1
9
6
8
＝
2
01

1
）
 

4
5
．
発
行
年
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
資
料
な
ど
か
ら
引
用
す
る
場

合
は
、
発
行
年
を
「
n
.
d.

」
と
表
記
す
る
。
 

例
）（

外
務
省
、
n
.
d
.
）
 

4
6
．
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
等
を
引
用
す
る
場
合
は
、
必
要
に
応
じ

て
、
執
筆
者
自
身
が
撮
影
者
や
原
作
者
な
ど
の
著
作
権
所
有
者

か
ら
使
用
許
可
を
得
て
、
図
表
の
下
端
に
出
典
を
表
記
す
る
。

な
お
、
図
表
や
写
真
等
を
執
筆
者
本
人
が
独
自
に
作
成
・
撮
影

し
た
場
合
に
は
、「

出
典
：（

～
を

参
考
に
）
筆
者
作
成
」
ま
た

は
「
出
典
：
筆
者
撮
影
」
な
ど
と
表
記
す
る
。
 

 （
引
用
文
献
一
覧
）
 

4
7
．
引
用
文
献
一
覧
は
、
本
文
の
後
に
空
白
行
を
設
け
て
、
記
載

す
る
。
た
だ
し
、
後
注
釈
を
入
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
下
に
空

白
行
を
設
け
、
次
の
行
に
見
出
し
（
＜
引
用
文
献
＞
）
を
示
し

て
か
ら
記
載
す
る
。
 

4
8
．
引
用
文
献
一
覧
の
文
字
サ
イ
ズ
は
９
p
t
、
書
体
は
明
朝
体
と

す
る
。
見
出
し
（
＜
引
用
文
献
＞
）
は
、
文
字
サ
イ
ズ
は

1
0
.5

pt
、
書
体
は
明
朝
体
と
す
る
。
 

4
9
．
ひ
と
つ
の
文
献
が
２
行
以
上
に
わ
た
る
と
き
は
、
２
行
目
以

後
は
左
端
を
全
角
２
字
分
字
下
げ
し
て
書
く
。
 

5
0
．
原
稿
末
尾
の
引
用
文
献
一
覧
で
は
、
日
本
語
文
献
と
外
国
語

文
献
を
区
別
し
て
作
成
し
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
著
者
等
の
姓

の
五
十
音
順
で
、
後
者
は
同
じ
く
姓
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
で

列
挙
す
る
。
な
お
、
同
一
著
者
の
文
献
が
複
数
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
発
行
年
の
昇
順
で
列
挙
す
る
。
 

 （
日
本
語
文
献
の
表
記
）
 

5
1
．
日
本
語
文
献
は
次
の
よ
う
に
表
記
す
る
。
な
お
、
著
者
等
が

複
数
名
い
る
場
合
に
は
、
５
名
ま
で
は
全
員
を
連
記
し
、
６
名

以
上
の
場
合
に
は
筆
頭
著
者
を
含
め
５
名
ま
で
の
姓
名
を
表
記

し
、
そ
の
あ
と
は
省
略
し
て
「
ほ
か
」
と
付
記
す
る
。
 

１
）
論
文
：
 

①
学
会
誌
や
紀
要
等
に
収
録
さ
れ
た
論
文
：
 

著
者
名
（
発
行
年
）「

論
文
名
」『

掲
載
誌
名
』（

発
行
者

名
）
巻
号
、
頁
付
。
な
お
、
掲
載
誌
名
に
類
似
の
も
の
が
多
い

場
合
に
は
、
そ
の
発
行
者
名
を
表
記
し
、

丸
括
弧
で
囲
む
。
 

例
）
中
澤
静
男
（
2
0
18

）「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
た
め
の
教
員
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
一
考
察
：『

教
員
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
』
報
告
書
を
ふ
り
か
え

っ
て
」『

Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
』
V
o
l
.
１
、
５
-
15

頁
。
 

②
単
行
本
に
収
録
さ
れ
た
論
文
の
場
合
：
 

著
者
名
（
発
行
年
）「

論
文
名
」
編

者
名
(
編
)
『
書
名
』
出

版
社
ま
た
は
発
行
者
名
、
頁
付
。
 

例
）
佐
藤
真
久
（
2
0
17

）「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
佐
藤
真
久
・
田
代
直
幸
・
蟹
江
憲
史
(
編
)
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

環
境
教
育
：
地
球
資
源
制
約
の
視
座
と
持
続
可
能
な
開
発
目
標

の
た
め
の
学
び
』
学
文
社
、
2
7
2-
29
4
頁
。
 

２
）
単
行
本
：
 

①
単
著
・
共
著
 

著
者
名
（
発
行
年
）『

書
名
（
主
題

：
副
題
）』

出
版
社
名
。

 

例
）
手
島
利
夫
（
2
0
17

）『
学
校
発
・
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
学
び
』
教

育
出
版
。
 

②
単
編
・
共
編
 

編
者
名
（
発
行
年
）『

書
名
（
主
題

：
副
題
）』

出
版
社
名
。

 

例
）
田
中
治
彦
・
三
宅
隆
史
・
湯
本
浩
之
(
編
)
（
20
16

）

『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
開
発
教
育
：
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
た
め

の
学
び
』
学
文
社
。
 

③
全
集
・
双
書
 

著
者
名
（
発
行
年
）『

書
名
』
編
者

名
『
全
集
（
双
書
）

名
』
出
版
社
名
。
 

例
）
鈴
木
敏
正
・
佐
藤
真
久
・
田
中
治
彦
(
編
)
（
20
14

）

『
環
境
教
育
と
開
発
教
育
：
実
践
的
統
一
へ
の
展
望
：
ポ
ス

ト
2
01

5
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
へ
』
阿
部
治
・
朝
岡
幸
彦
(
監
修
)
『
持

続
可
能
な
社
会
の
た
め
の
環
境
教
育
シ
リ
ー
ズ
』
筑
波
書

房
。
 

３
）
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
や
資
料
等
か
ら
引
用

す
る
場
合
に
は
、
掲
載
者
名
、
掲
載
年
ま
た
は
最
新
の
更
新

  

年
、
そ
の
当
該
情
報
の
題
目
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
あ
と
に
、
最
終
閲
覧

し
た
年
月
日
を
丸
括
弧
内
に
表
記
す
る
。
 

例
）
日
本
Ｅ
Ｓ
Ｄ
学
会
（
2
0
17

）「
日
本
Ｅ
Ｓ
Ｄ
学
会
設
立
総

会
を
開
催
」
h
t
tp

:/
/j

se
sd

.x
sr

v.
j
p/

wp
-

c
o
nt

en
t/

up
lo

ad
s/

20
17

/0
8/

20
17

.
08

.2
1-

J
S
ES

D_
Ne

ws
Le

tt
er

01
.p

df
（
20
19

年
3
月

20
日
最
終
閲

覧
）
 

 

（
外
国
語
文
献
の
表
記
）
 

5
2
．
外
国
語
文
献
の
著
者
等
の
姓
名
を
表
記
す
る
際
は
、
姓
を
先

に
し
、
カ
ン
マ
（
,
）
で
区
切
り
、
名
を
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
続
け

る
。
ま
た
、
外
国
語
の
論
文
名
は
、
主
題
の
最
初
の
単
語
と
固

有
名
詞
の
第
１
文
字
目
を
大
文
字
と
し
、
そ
れ
以
外
は
小
文
字

で
表
記
す
る
。
単
行
本
や
雑
誌
の
名
称
は
、
接
続
詞
や
前
置
詞

な
ど
を
除
い
て
各
単
語
の
第
１
文
字
目
を
す
べ
て
大
文
字
で
表

記
す
る
。
単
行
本
や
雑
誌
の
名
称
は
（
斜
体
（
イ
タ
リ
ッ
ク

体
）
と
す
る
。
 

例
）
N
a
ga

ta
, 

Y.
 (

20
17

) 
A 

cr
it

i
ca

l 
re

vi
ew

 o
f 

E
d
uc
at
io
n 
fo
r 
Su
st
ai
na
bl
e 
De
v
el
op
me
nt
 (
ES
D)

 i
n 

J
a
pa

n:
 b
ey

on
d 
th

e 
pr

ac
ti

ce
 o
f
 p
ou

ri
ng

 n
ew
 w
in
e 

i
n
to

 o
ld

 b
ot

tl
es

. 
Ed

uc
at

io
na

l 
St

ud
ie

s 
in
 J
ap
an
: 

In
te
rn
at
io
na
l 
Ye
ar
bo
ok
. 

No
. 
1
1.

 p
p.

 2
9-
41
. 

5
3
．
著
者
等
が
複
数
名
い
る
外
国
語
文
献
で
は
、
著
者
等
が
５
名

ま
で
の
場
合
、
最
後
の
著
者
等
と
そ
の
直
前
の
著
者
等
の
間

は
、
“
&
”
で
つ
な
ぐ
。
著
者
等
が
６
名
以
上
の
場
合
に
は
筆
頭

著
者
を
含
め
５
名
ま
で
の
姓
名
を
表
記
し
、
そ
の
あ
と
は
省
略

し
て
「
e
t
 a
l.

」
と
記
す
。
 

１
）
論
文
：
 

①
学
会
誌
や
紀
要
等
に
収
録
さ
れ
た
論
文
 

著
者
姓
,
 
A.
, 
著
者
姓
, 
B.
, 
& 
著
者
姓
,
 
C.

 (
発
行
年
).
論

文
名
.
 
掲
載
誌
名
, 
巻
号
, 
頁
付
．
 
「
掲
載
誌
名
」
は
斜
字

体
と
す
る
。
 

例
）
B
o
ev

e-
de

 P
au

w,
 J
.,

 &
 V
an

 
Pe

te
ge

m,
 P
. 
(2

01
8)

 

E
c
o-
sc
ho
ol

 e
va
lu
at
io
n 
be
yo
nd
 
la
be
ls
: 
th

e 
im
pa
ct
 

o
f
 e
nv

ir
on

me
nt

al
 p
ol

ic
y,

 d
id

a
ct

ic
s 
an

d 
na

tu
re

 a
t 

s
c
ho

ol
 o
n 
st
ud
en
t 
ou
tc
om
es
. 

En
vi

ro
nm

en
ta

l 

Ed
uc

at
io

n 
Re
se
ar
ch

, 
24
:9
, 
12
5
0–

12
67
 

②
単
行
本
に
収
録
さ
れ
た
論
文
の
場
合
 

著
者
姓
,
 
A.
, 
著
者
姓
, 
B.
, 
& 
著
者
姓
,
 
C.

 (
発
行
年
).
 

論
文
名
.
 
In

 D
. 
編
者
姓
, 
E.
 
編
者
姓
 
&
 F
. 
編
者
姓
 

(
e
d.

/e
ds

.)
 
書
名
.
 
出
版
地
:
 
出
版
社
.
頁
付
.
 
「
書
名
」
は

斜
字
体
と
す
る
。
な
お
、「

I
n
」
の
後
の
編
者
の
姓
名
は
、
名

（
イ
ニ
シ
ャ
ル
）・

姓
の
順
と
し
、

編
者
が
複
数
の
場
合
は

（
e
d
s.

）
と
す
る
。
 

例
 
）
 
Fi
en
, 
J.
 &
 T
il
bu
ry
 D
. 
(
20
02
) 
Th
e 
gl
ob
al

 

c
h
al

le
ng

e 
of

 s
us

ta
in

ab
il

it
y.

 
In

 D
. 
Ti

lb
ur

y,
 R
. 

B
.
 S
te
ve
ns
on
, 
J.
 F
in
e 
& 
D.
 S
c
hr
eu
de
r 
(e
ds
.)
 

Ed
uc

at
io

n 
an

d 
Su

st
ai

na
bi

li
ty

: 
Re

sp
on

di
ng

 t
o 
th

e 

Gl
ob

al
 C
ha
ll
en
ge
. 

Gr
an
d,
 S
wi
t
ze
rl
an
d 
& 

C
a
mb

ri
dg

e,
 U
K:

 C
om
mi
ss
io
n 
on
 
Ed
uc
at
io
n 
an
d 

C
o
mm

un
ic

at
io

n,
 I
UC

N.
 p
p1

-1
2 
 

２
）
単
行
本
：
 

①
単
著
・
共
著
 

著
者
姓
,
 
A.
, 
著
者
姓
, 
B.
 &
 
著
者
姓
,
 
C.

 (
発
行
年
).
 

書
名
.
 
出
版
地
: 
出
版
社
．
 

例
）
M
e
ad

ow
s,

 D
. 

H.
, 

Me
ad

ow
s,

 
D.

 L
.,

 R
an

de
rs

, 
J.

 

&
 
Be

hr
en

s,
 W

. 
W.

, 
II

I.
 (

19
72

)
 T
he
 L
im
it
s 
to

 

Gr
ow

th
: 
A 
Re

po
rt

 f
or

 t
he

 C
lu

b 
of

 R
om

e'
s 
Pr

oj
ec

t 

on
 t
he

 P
re

di
ca

me
nt

 o
f 
Ma

nk
in

d.
 
Wa
sh
in
gt
on
, 
DC
: 

P
o
to

ma
c 
As

so
ci

at
es

 B
oo

ks
. 

②
単
編
・
共
編
 

編
者
姓
,
 
A.
, 
編
者
姓
, 
B.
 &
 
編
者
姓
,
 
C.

 (
ed

. 

/
e
ds
.)
. 

(
発
行
年
)
. 

書
名
. 
出
版
地
：
出
版
社
．
 

例
）
G
a
ds

by
, 

H.
 &

 B
ul

li
va

nt
, 

A
.(

ed
s.

) 
(2

01
0)

 

Gl
ob

al
 L
ea
rn
in
g 
an
d 
Su
st
ai
na
bl
e 
De
ve
lo
pm
en
t:
 

Te
ac

hi
ng

 C
on

te
mp

or
ar

y 
Th

em
es

 i
n 

Se
co

nd
ar

y 

Ed
uc

at
io

n.
 A
bi

ng
do

n,
 U
K:

 R
ou

t
le

dg
e.
 

 （
英
文
原
稿
の
執
筆
要
領
）
 

5
4
．
各
原
稿
種
別
の
判
型
や
文
字
数
な
ど
は
、
和
文
原
稿
の
も

の
に
準
じ
る
。
そ
の
他
の
書
式
は
、
Ａ
Ｐ
Ａ
（
ア
メ
リ
カ
心
理

学
会
）
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
準
じ
て
執
筆
す
る
。
 

 （
要
旨
・
キ
ー
ワ
ー
ド
）
 

5
5
．「

原
著
論
文
」、
「
総
説
論
文
」
、
「
研
究
ノ
ー
ト
」、
「
実
践
ノ

ー
ト
」
お
よ
び
「
特
集
論
文
」
を
投
稿
す
る
場
合
は
、
以
下
を
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記
述
し
た
頁
を
添
付
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
頁
は
「
上
記

４
．」

で
指
定
す
る
頁
数
に
は
含
め

な
い
。

①
英
文
要
旨
（
1
50

語
以
上
、
20
0
語
程
度
）

②
英
語
キ
ー
ワ
ー
ド
（
５
語
以
内
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
）

な
お
、
英
文
原
稿
に
つ
い
て
は
、
上
記
①
②
に
加
え
て
以
下
を

記
述
し
た
頁
を
添
付
す
る
。

③
和
文
要
旨
（
3
00

字
以
上
、
40
0
字
程
度
）

④
日
本
語
キ
ー
ワ
ー
ド
（
５
語
以
内
、
五
十
音
順
）

（
改
正
）

5
6
．
本
執
筆
要
領
は
、
編
集
委
員
会
が
改
正
す
る
。
た
だ
し
、

改
正
に
あ
た
っ
て
、
編
集
委
員
長
は
理
事
会
に
意
見
を
求
め
る

も
の
と
す
る
。

附
則

１
．
2
0
18

年
７
月
１
日

編
集
委
員
会
決
定

２
．
2
0
19

年
７
月

15
日

改
正

３
．
2
0
24

年
10

月
２
日

改
正
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＜＜学学会会誌誌編編集集委委員員会会委委員員（（第第４４期期：：22002222  年年  1122  月月～～22002244  年年総総会会時時））＞＞    

 

委 員 長：小林 亮（玉川大学） ※理事（編集担当） 

副委員長：吉田 剛（宮城教育大学） 

委 員：伊藤 裕康（文教大学）／大鹿 聖公（愛知教育大学）／小玉 敏也（麻布大学）／ 

阪上 弘彬（千葉大学）／中澤 静男（奈良教育大学）／秦 範子（都留文科大学） 

古澤 礼太（中部大学） 

  

＜＜編編集集後後記記＞＞  

日本ESD学会も第４期から第５期に移行しまし
たが、第４期の編集委員会の最後の仕事として、

ここに『ESD研究』第７号をお届けいたします。
編集作業に手間取ってしまい、刊行が予定よりも

大幅に遅れたことで皆様にご迷惑をおかけしてし

まいましたことを深くお詫び申し上げます。よう

やくここに第７号を上梓させて頂くことになりま

した。これはESD研究の最前線ともいえる充実し
た内容の原稿を寄稿して下さった先生方のおかげ

であり、また本誌の編集作業に全力でご尽力下さ

った編集委員と査読者のおかげでございます。こ

の場を借りてお世話になりました関係者の先生方

に心より深く感謝申し上げます。 

この第７号の特集テーマは「ユネスコ新教育勧

告2023」です。2023年11月20日に第42回ユネス
コ総会で採択された「平和、人権および持続可能

な開発のための教育に関する勧告」は不確実性の

増す現代社会における教育の重要課題と、それに

向けて私たちがなすべきことを学際的、総括的に

記述した極めて重要な国際規範文書です。1974年

のユネスコ教育勧告から50年ぶりの改訂となった

わけですが、永田先生の基調報告や高橋先生の報

告にも指摘されているように、50年前にはなかっ

た新たな視点として持続可能性の課題が浮上し、

持続可能な社会の担い手をどう育成していくかと

いうESDの問題設定がまさにこのユネスコ新教育

勧告の最優先課題として強調されていることは、

ESDに携わる本学会の私たち全員が知っておくべ

き事実でしょう。あらためてESDのもつ人類史的

意義を考え直す機会ともなったわけですが、その

意味で、「ESD研究」第7号に掲載された全ての論

文、論考はある意味でこのユネスコ新教育勧告に

対するそれぞれ異なった視点からの回答であり、

問題提起でもあると言えるかもしれません。 

この特集テーマに基調報告を寄稿された永田佳之先生

は、ユネスコ新教育勧告2023の時代背景やESDに対する
意義、そして日本の教育に突き付けられた課題について

詳細かつ分かりやすくまとめて下さいました。高橋敬子

先生はユネスコ新教育勧告において気候変動教育がどの

ように位置づけられているかを緻密に分析され、日本の

気候変動教育に必要な視点について貴重な提言を示して

下さっています。いずれの報告もSDGsやその背後にあ
る世界の現実をふまえながら、ユネスコ新教育勧告が指

摘するESDの中心課題と展望についてインパクトのある
論考となっています。本誌の存在意義を国際社会の観点

から照射して下さったことに深く感謝申し上げます。 

『ESD研究』第７号には原著論文９件、総説論文１
件、研究ノート２件、実践ノート４件の計16件の査読論
文投稿がありました。第６号と比べて非常に数が多く、

編集委員会としては作業が大変でしたが、これは会員の

皆さまのESD研究に対する熱意と関心の高さのあらわれ
であり、学会として非常に喜ばしいことです。それぞれ

の領域の専門家による厳正な査読を経て原著論文２篇、

総説論文１篇、研究ノート２篇、実践ノート１篇が掲載

されることになりました。いずれも読みごたえのある力

作ばかりです。しかし今回採択されなかった投稿論文の

いずれにもESDの本質的課題に触れる興味深い論点や実
践が提示されていました。ぜひご修正の上、次号以降の

本誌に再投稿して下さることを強く願っております。 

本誌の歩みはESD理解の発展の証人でもあります。巻
頭言で見上一幸前会長が「“行動の変容”につなげるこ

とについて今一度確認すべき」という問題提起をしてお

られます。世界がさまざまな危機に直面する中、ESD研
究をどう自分と世界の変容につなげてゆけるのか、ぜひ

本誌をプラットフォームとして会員の皆さまと共に探究

を続けてゆきたいと願っています。 

小小林林  亮亮（（本本誌誌第第７７号号編編集集委委員員長長））
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